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は じめ に

 兵庫 県神 崎郡福 崎町 は,東 西10.1㎞,総 面積46.23k㎡ の地勢 を有 して い る。歴 史的

にみ て も,姫 路 ・城 崎 を結 ぶ播但 道 の要所 と して,神 崎 郡 の 中で主 要 な役 割 を担 っ

て きて い る。殊 に清 流市 川 を,そ の主導線 と して発 達 した福 崎 町 は,民 族学 の創立

者 で あ る 「柳 田國男」 氏 が辻 川で生誕(明 治8年7月31日 生 ～昭和37年8月8日 没)

した こ とで,民 族学 のル0ッ であ り,ま たメ ッカ とな ってい る。

 柳 田氏 が神 戸新 聞社 の創 刊60周 年 に際 し,本 人 の言 を借 りれ ばrつ い面 目ず くに

「故郷 七十年」 な ど と書 い て しまった』 とされ る連載 は
,田 山花 袋,国 本 田独歩,泉

鏡花,森 鴎外,芥 川龍 之介 な どの交友 関係 が随所 にみ られ,ま た 「… …楠 の木 もた

だ柳 の 蔭 を頼 む ばか りぞ」 との返書 を記 した人類学 者 の南方 熊楠 との来書 の 由来 が

織 り込 まれ てお り,明 治 ・大正 ・昭和 の文人たち との広 範 囲 な交流が描 かれ てお り,

改め て柳 田國男 を通 して,こ れ らの時代 を再考 すれ ば,一 つの時代 精神 が浮 び上 り,

新 しい時代認 識が 可 能 となる と思 われ る。いず れ に して も,彼 の業 績 と行 動 の軌跡
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の数々は，同郷の人々だけでなく，広く明治，大正，昭和にかけての「黄金の鉱脈

として」再認識する必要があると思われる。昭和33年1月8日・に書かれた「起筆の

言葉」には，故郷七十年の連載が「それは単なる郷愁や回顧の物語りに終るもので

はないことをお約束しておきたい」と明言しであることの意義は，宿志を果たそう

とする強い姿勢が窺える。その意味からして福崎町は文化の面で大いなる遺産を有

している印なのである。

 一方，近年に至っては，姫路地域の中規模都市化への進展により，隣接地域の太

子町・香寺町などの人口増加が急上昇し始め，’夢前町の進展も顕著になってきてい

る。

 こうした中で，福崎町は，現状においては中国縦貫道路・播但有料道路の交差す

るインター・チェンジを有し，地域の様相も一変し始めている。しかし，こうした

交通アクセスの整備にもかかわらず，通過ポイントとしての一面だけが機能し，全

体的な整合性を基とした計画の実現が求められ，また地域間競争に打ち勝つために

も焦眉の問題として浮上している。

 福崎町が今求められているものは，神崎・夢前地区の中心として，都市化するこ

とであり，広域的には姫路の副核としての都市機能を積極的に担い，ヒト，モノ，

カネ，情報の受・発信する交流の拠点化へ，インフラストラクチャーを整備するこ

とである。隣町の香寺町では，一部その利便性から，姫路地区の衛星都市としての

住宅地化が進み，地域活性の第一歩としての人口増が顕著にみられるようになって

きている。

 福崎町においても，今後は姫路市までバイパスで15分という立地上の利点を生か

し，潜在的利便性の再認識が行なわれ，播但内陸部の中核都市としての地域特性が

有効に働いてゆくことは疑いのないところである。東西・南北の交通の接点（イン

・ジャンクション）を有する価値は，経済的合理性の観点からしても，今後急速に

増大してゆくと思われる。

 事実，流通・商業の面においては，外蔀資李が従来の街並みを大きく変貌させる

程に，一部地域に進出しており，更に巨大スーパーの出店申請が商調協で審議され

ている。これなどは，福崎町の潜在的消費行動を大きく喚起するものであり，大手

小売業者の眼からすると，利益還元率の高い資本市場として見られていることの一

つの証左であると言える。

 ただ，これが波及効果となり，地元の小売業者間で営業の見直し，商店街の再開

発気運が高まり，外部資本と従来個別的であった内部諸資本とが二元的性格を明確

にし始め，地域全体の商業のあり方を，強く要望する状況を呈している。

 とはいえ，このこともまた客観的にみれば，1960年代に始まった「流通革命」の

もたらした，高速交通ネットワークの整備，チェーン・ストアなど，量販小売業の
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全国的な発展によるものである。80年代に入り，経済が安定成長型へ移行する中で，

全産業的に国際化，情報化，ボーダレス化が進展し，85年以降日本が世界一の債権

国となってから，生活の質的向上を求める行動が具現化し，これにつれて消費者の

価値観・趣味・嗜好は一挙に多様化し，個性化現象はトレンドとして定着した。

 企業戦略も，こうした動向に適合すべく，新製品製造に際して従来の少品種大量

生産体制から，多品種少量短命生産へとシフトする生産活動を行っている。消費者

二一ズに的確に対応することが，21世紀型産業企業の生き残り戦略となったのであ

る。

 流通業界に限定しても，業態の多様化，製品輸入への積極的取り組み，P O S，

V A Nなど流通情報技術革新により，時間管理・商品管理の効率化を図り，産業界

におけるリーディング・インダストリーとして発展してきている。流通業界が産業

構造を変え，小売業が地域を変え始めた時代が，現代なのである。

 福崎町もこうした全国的傾向の渦中に在ることを認識しなければならない。街づ

くりの手法は，行政サイドのプランニング，活性化事業，組合施行方式等の再開発

事業を始めとして数多く存在する。しかしながら，地域住民の「生の声・生の活動」

を基調とした新しい街づくりこそ，地方都市が真剣に考えなければならない必要条

件である。

 そのためには，先ず現状の理解・再認識が何よりも大切な第一義的作業となるの

である。未粂を癌き由ええあ1三は，食合ら1三曲去た森始寺え三三呑之，塩在を克之

眼を養い，そしてその見識を高めることが欠くことのできない与件である。

 この度の福崎町商工会による「地域小売商業消費者関連事業」は，副題にある福

崎町の小売商業の現状を，正に「ふれあい事業」として，商業者および消費者の連

携と協調によって明白にし，問題点を指摘し，かつ今後の課題を問うたものである。

そこで現状分析の基礎資料として，消費者アンケート調査，消費者モニター制度と

いう，福崎町としては始めての試みを実現させることにした次第である。

 地域中小小売商業の振興を目的とする事業のため，2つの事業を核として行った。

（1）消費者対策推進事業，（2）消費者・小売商業者共同事業である。事業の主旨に沿っ

た計画内容は，巻末に資料として掲載しておくので参照されたい。

 本事業の会長として，今回の事業は現実即応の成果を意図したものだけに，関係

者間の今後の指針となればと願っている次第である。

1．流通業界の現状とライフスタイル

本論に入る前に，表題のタイトルについて一応の見解を示しておくことにする。

というのも，今日のわが国の産業構造上，小売業界といえども，その全体的な動向
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を無視して存在は有り得ないものであり，また以後の分析に際し，福崎町の小売商

業者，消費者，そして行政担当者間にあっても，この業界について共通の認識を先

ず持っていることが必要であると考えたからに他ならない。

 認識の方法は二つあり，1つはそのトレンドを巨視的な範囲から試みることであ

り，今1つは個別の共通する動向を探ることである。

 ライフスタイルの変化ということは，時代の変化ということの内部要因の表出で

あり，また今日の現実である。それだけに自分たちの尺度で，新しい現実を評価す

るということを避け，限界を知る必要がある。衆知を集め，検討を重ね，現実適応

の最善策を求める作業とそれに費やす時間，労力は惜しんではならない時代なので

ある。

 この点についての共通認識が有り得た時こそ，この度の事業が，委員各位を初め

として，関係者，参加・協力者にとっても，結果として一つの貴重な成果を生み，

また体験となることと思う。それだけに，その成果たる「報告書」作成に際し，改

めてそうした人々に対し，この度の事業を「自分たちがやったのだ」という気持を

追体験して頂くと共に，更なる活動への足掛りとなるように，まとめ上げることが，

執筆者に課せられた使命だと考えている。

 責任は重大であるが，今，一人の学究として「ふるさと・福崎」の活’性化事業に

参加できた幸せを，素直に受けとめ，報告書をまとめてゆきたい。

 先ず表題についての試論から始めてゆくことにする。

 政府調査によると，21世紀の日本は「国際化」「高齢化」「ソフト化」を三大支柱

とした構造を持つとされ，産業構造は商業，サービス業，機械鉱業だけで6割を占

めると予想されている。ソフト化の普及はO A（オフィス・オートメーション）や

高度先端技術の急速な進展により，産業の「ハイテク化」も大幅に拡大し，情報化
                                  しれつ社会に向って生き残り（サバイバル）をかけた各企業の長期経営戦略は，今熾烈な

競争の中に再度突入しており，新製品競争を日進月歩の勢いで繰り返しながら，「高

付加価値産業」への離陸（テイク・オフ）を模索しているのである。

 従来，製造業における環境適応戦略としての多角化戦略は，他社企業の行動を，

逸早くキャッチし，自社製品の市場支配を目的としていた。しかし，小売業界の企

業運営は，当初より消費者を直接の顧客としており，最近では，さらに一歩進めて，

消費者行動そのものにフィットした「生活密着型産業」を創造しているのである。

 それだけに，昨今の小売業界（百貨店，スーパーを核とする）の発展過程は，「消

費者」の生活形態の在り方を変えてゆく大きな潮流の一つとなる可能性を有してい

るように思えるのである。

 確かに小売業界にみられる最近の経営拡大（経営の多角化，新事業への着手・金

融，保険，ホテル業，デベロッパー業など）は，目を見張るものがある。昨今，小
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売業・流通業界に関する出版，情報紙は増加の一途にあり，月間調査による各業態

間の成長の度合が，矢継ぎ早に報告されている。円高・ドル安の急激な為替相場の

変動は，重厚長大型産業から軽薄短小産業への移行を余儀なくし，従来の基幹産業

のウェイトを引き下げ，マネーゲームを中心とする企業経営体制を主流と化すかに

至っている。大手製造メーカーにあってさえ，資本運用益が本業の営業利益に比し

て数倍するものがあり，産業の空洞化が騒がれ，アジアN I E S（新興産業経済群）

の台頭と相侯って市場の変化を，自らの手で招いている。

 しかし，こうした状況下で流通産業は，円高差益を有効に利用し，外自製品の輸

入を始めとして着実な成長を遂げている。

 百貨店，スーパー，専門店，コンビニエンス・ストアなどの量販店の経営方法は，

ここ数年の間にかつて無いほどに激化し，百貨店は商品構成（アイテム数）を増大

し，他店との商品の差別化を明確にしながら，独白のブランドをも創出し，完全な

商品集積化（one stop shoppi㎎）としての内容を備えることによって，他の追従を許

さない業態を確保せんとし，一方，スーパーは大規模店であればある程，百貨店化

しようと「アメニティー」を競争戦略の核とし，巨大な無料駐車場を備えて百貨店

をおびやかす存在へとシフト・アップ化を促進している。また専門店は小規模であ

るという特性を生かし，D Cブランドを生み出し，ナショナル・チェーン化を進め

る営業展開によって，操業者理念に沿った個性的戦略を実行しているのである。

 （イ）時間意識の徹底

 小売業者にとって商品自体が多品種少量化している消費市場で一番大切なことは，

「いつでも，手軽に欲しいものが，欲しい時に買える場」を提供することである。

「消費者二一ズ」という名の不透明な欲求にフィットさせるためには，やはり事前に

消費者が「何を欲しているのか」を知るための施策を講じなければならない。つま

り需要喚起である。

 しかし，流行を創り出し，広告でそれを更に広めるという従来のP Rのパターン

は，根強いマーケティングの手法であるが，大量に売り続けることは，最近では難

しくなっている。商品の短命化が進んでいるのである。広告費とセールス・プロモ

ーション費の推移をみても，この傾向が表われている。となれば，製品のライフサ

イクルの短命化の状況の中で，少なくとも在庫の一掃を図るための有効な手段は，

当初から「売れ筋」を選定し，特定商品を売り出すことである。プラニング開始時

より，年間・季節性を充分に考慮した商品構成を徹底し，（Life Cyc1e）にマッチした

ディスプレイ（店頭商品構成・展示）を心掛けることが，同業種・他業態との競争

に打ち勝つための唯一の対策である。

 今や，時代の潮流としての経済機構・産業構造の推移・変化を無視しては，どの
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ような産業・企業もその経営は成立しないのである。例えばワープロ業界に見られ

るような三ヶ月サイトの研究開発，製品化，販売戦略は他の業界にまで，その時間

競争意識を強烈に影響を及ぼし始めている。金融業界に代表される「Time is Money」

の金言は，かつてない程の実感を広く呼び起こし，過度とも思える資産価値増殖追

及の虜に，企業経営者を変貌させてしまったかのごとくである。これは正に，「時間

を制するものが，企業・産業を制す」の現実世界である。

 経営の中心は現在，時間管理に移行し，流通業界におけるP O S（販売時点情報

管理）は，その典型として逸早く実現したものである。それだけに，このシステム

の普及は急速に進み，情報ネットワークの高度化とその運用が，企業にとって勝者

への戦術であり，「生き残り戦略」の鍵を握るものとなっているのである。情報ネッ

トワーク社会を迎え，更に高度付加価値化してゆく社会組織の中にあって，この状

況を「In P1ay」してゆくことが，企業経営（者）にとって，最も重要な使命なので

ある。

 （口）時間の有効性とサービス

 では一体何故，時間意識の徹底が必要なのであろうか？ それは情報の使命が端

的に言って「早く，正確に」に尽きるからである。調査マンたちが，直接・間接に

頭と身体で集めた周辺知識（見聞）をTime1yに情報として送り，それを自社ソフト

で分析し，競争市場でのニッチ（すきま）を確保し，より積極的な経営体制を創造

してゆくためには，「より早く，より正確に」の方針を徹底し，より効果的な対策を

追求し続けることである。流通業界も例外ではないのである。例えば一時期話題の

中心となったトヨタの有名なカンバン方式にしても，主眼点は「在庫処理運動」の

重要性を教えたものである。適時・適品・適量はTQC（全社的品質管理）体制の

整備の上に成り立つものである。

 西武セゾングループの堤清二氏は「変革の透視図……流通産業の視点か’ら」の中

で，流通産業の本質について次のように語っている。「資本の論理は，自動車工業に

おける下型フォードの流れ作業式生産ラインに代表される，量産志向・画一化の考

えで，流通でいえばチェーン・ストア理論にあたる。流通を組織化，大規模化し，

経営のマニュアルを作成しチェーン展開する」。

 堤氏のこの言葉は，製造業にみられるShop Managementの理論が，商業の中の流

通業においても，インダストリアル・マネジメントとして形態を変え，適応が可能

であることを示しているのである。

 換言すれば，小売業も外食産業もその本質は商業でありながら，生鮮食料品を加

工・調理・配送する点で，製造業と営業展開方式は変わらないとしているのである。

しかし，チェーン・ストア化は同時に，経営者の強い経営理念（独創性）と高度な
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経営テクニックが要求されることも事実である。それだけに，その経営姿勢が「ア

ートであるか，サイエンスであるか」という評価に二分される特色を包含している。

この両極を同時に可能にしていると思わせるものが，最近急成長を遂げた業界大手

のトップの姿勢にみられる。

 最近のソフト・クリエーションの動向が意味するものは，従来のヒューマン・コ

ミュニケーションの新結合であり，流通業界の成熟の導線なのである。消費者，顧

客（クライアント）の情報を集中管理し，消費者の要望に迅速に応えることは，消

費者のもつ一日の中の自由時間，つまり消費者にとっての一つの自己実現の時間を

増加させる手助けをしていることなのである。これがサービス提供ということの真

意である。いわばこれは，消費者の「一日の可処分時間」の増加を助長し，かれら

の生活の基本的な部分，つまり食・衣・住の必需品，便益支那，ぜいたく品の購買

を引き受け，生活をより「Enjoy」してもらうためのパートナーとしての役割を実行
                                  かなめしてゆくことである。そして，そのことが今後の流通業の在り様を決定する「要」

なのである。

（ハ）変貌する小売業

現在のわが国の量販店を取り巻く環境としては，次のような問題が考えられてい

る。

1．消費の差異化，生活のソフト化

2．メジャーからマイナー型商品の浸透

3．消費の二極分化，a）合理的・経済的なもの

          b）本物志向・あそび感覚志向

4．競争激化……パイの食い合い

5．アウトサイダーの進出。紳士服専門店。Sports shop，靴の流通センターなど

6．メーカー，問屋の小売への進出

 こうした問題が山積する申で，競争に打ち勝ってゆくためには，自主マーチャン

ダイジングの比率を上げ，C I（企業イメージの統一戦略）を高め，またテナント

・ミックスに経営努力を傾注し，商品・構成の差異化，差別化を図る必要がある。

それ故に量的拡大と質的向上を一挙に達成してゆくためには，やはり複合型のS C

の到来を前提とした「競合的共存」形態へと，営業形態を移行してゆくべきである

と考えられる。つまり，地域の特性を尊重した「イベント・ミックス」の実現と，

それへの貢献である。．

 全国商店街の積極的な「サバイバル戦略」の展開は，これと並行した競争戦略で

ある。そして，このライバル競争は最新の情報処理技術・機器を駆使したものであ
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る点が，従来見られた小売業界の競争と大きく異なっているのである。流通業界に

みられる情報戦略への取り組みとしては，P O Sシステムの導入を基軸として，自

社内のオンライン・愛発注オンライン，顧客管理システム，ファーム・バンキング，

V A Nなどが大幅に成長してきている。

 もちろん，これに連動した業態開発，販売チャンネルの多角化は，流通業界では

次の2つの特色が鮮明になってきている。すなわち，大手メーカーや問屋の企業間

ネットワークが，「メーカー」一「問屋」  「小売店」というタテ型ネットワー

クを意味したのに対し，地方の流通業者たちは，VA N（付加価値通信網）を利用

したヨコの連携を強めているのである。このタテ型が，一般的に，納期短縮やコス

トダウンを目指すのに対して，ヨコ型はネットワークに参加している企業の技術や

情報を友好的に利用し，大手メーカーの進出に対する競争戦略として，死活を賭し

て取り組んでいるのである。

 以上の視点を再認識すると共に，その課題を克服することが，多品種少量化して

いる産業構造の中で，生き残るための基本戦略である。産業がたとえ異なったとし

ても，時代適応を見誤っては存続は許されないのである。売上高の増大と利益率の

向上は，企業経営の目的ではあるが，現代は先ず設備・施設のリ・ニューアルを図

り，小売業においては，商品を単に売る場所としてのみ考えず，顧客が一日の中の

自由時間を楽しく，然も快適に過ごせる場所として，売り場を考えなければならな

いのである。店舗に格調が求められる時代なのである。

2．アンケート調査分析

 本調査の目的の一つは，買物動向調査を福崎町全域を対象に行い，主婦層を中心

とした消費行動が，どのような頻度で，またどの地区のどの店に，何を求め，いく

ら消費するかといった実態を明らかにすることである。そして今一つの目的は，そ

の結果を商業者の今後の営業に際しての貴重な資料として提出し，今後の指針とす

ることである。

 この度の調査は，町内の3，000世帯を対象とする大規模なものであり，回収率

85．2％，2，552枚を得ている。この高率の回収結果を得られたのは，何といっても，

この調査を直接担当された婦人会組織の方々の熱心な強力の賜物であることを明示

しておきたい。

 以下に本稿の分析に際し，調査に使用したアンケート用紙と福崎町の全域の地図

を掲載しておくことにする。膨大な回答結果については，事務局の担当者が集計し，

横棒グラフと円グラフにまとめ上げ，ビジュアルなものとなっている。この労は多

とすべきものであることも付言しておきたい。

一138一



地域小売商業消費者関連事業

 分析に際しては，十数回に及ぶ会議でのメモと資料を参考にしながら，これらの

集計表を只管ながめることから開始した次第である。以下では，アンケートの項目

を追いながら，それぞれのグラフを参照しながら，考察を進めてゆくことにする。
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消費者アンケート調査についてのお願い
 地域に生活される皆様にとって、よリ利便性の高い生活環境を整えていく上で、小売施設の充実は重要な一分野であります。こ

れまで以上に生活しやすい地域づくりの指針を得るために、皆様のお買物の実情やご意向をお伺いし、今後の福崎町の活性化に役

立てて行きたいので、この調査を実施することに致しました．、．

 大変お手数をおかけ致しますが、よろしくご協力下さいますようお願い申し上げます。

                        調査実施機関：福崎町婦人会・福 崎 町・福崎町商工会

消費者アンケー一卜調査票
◎調査票は集言十上。統計数値として取り扱いますので個々の票の内寄が他にもれることはあリません。

搶d要な資料となるものですので正確に、そして最後までご記入下さい。

揩ｲ記入に当たってま、該当する番号や該当する枠の中に○印をつけて下さい。

1．お宅の住所は 1．駅前・福閨・山崎・馬田地区  2．新町地区

U．東田原・南田原地区  7．八千種地区

3．高橋・西治地区 4．高岡地区 5．西田原地区

2．同居のご家族数 1．1人 2．2人 3．3人 4．4人 5．5人 6．6人以上

3．家計を支えてい

@る方の職業

1．会社員

U．無職

2．公務員

V．その他

3．商工自営 4．農林業 5．自由業

4．記入された方 1．男性  2．女性

5．あなたの年齢 1．20才代   2．30才代 3．40才代 4．50才代 5．60才以上

お買物に行かれる頻度 その時の利用交通手段6．次ぎの地区には

@買物のために何

@回ぐらい行かれ

@ますか。その時

@に利用する交通

@手段は何ですか

  買物頻度

@ 交通手段

ヵｨ利用地区

週に23回 週に1回 月に23回 月に1回
23ケ月1に回

年間12回 ほとんど行なかい 徒歩 自転車
ノミ

Cク

乗用車 ノミ

X

鉄道

※記入例 ○ O
駅訓商店街地区町内

新町商店街地区

辻川商店街地区

八千種地区
姫  路  市町外

加  一西  市

その他の市町
福 崎 町 内 町 外

駅   前 新町 西 田 原

7．次ぎの商晶を主

@にど二でお買い

@になっています

@か。商晶毎に主

@な1ケ所を選ん

@で枠内に○印を

@つけてドさい。

 買物場所

､ 晶

商店街 なぐさ

ニユIセタン1
商店街 ひのストア 商店街 銀ビノレスアト1 ウエノレマ1ト ジユンテドンウ 和光デンキ

フパ

A1
Vク

?ﾉ
湯

写真のラポ

姫路市 加西市

※記入例 ○

生鮮食晶
加工食晶
菓 子

ノ｛ ン

食器・金物
ク ス  リ

化 粧 品

肌 着 類

紳士服洋品

婦人服洋品

子供服洋晶
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駅  前 新町 西 日ヨ 原次ぎの商品を主

ﾉどこでお賢い

ﾉなっています

ｩ、商品毎に主

ﾈ1ケ所を選ん

ﾅ枠内に○印を

ﾂけてドさい

買物場所

､品

商店街 なぐさ

’一

?[セタン1

商店街 ひのストア 商店街 銀ビノレスアト1 ウェ∫レマ1卜 ジエンテドンウ 和光テンキ

フパ

A1
Vク

?ﾉ

盗L

写糞のラボ

姫路市 加西市 その他の市町

興 服

寝 具

ク ツ

カパン等
装 身 具
時 計

メ ガ ネ

スポーツ晶

楽 器 等
書 籍

文 房 具
玩 具

電気器具
家 具 類

贈 答 晶

外食・喫茶
福 崎 町 内 町 外

駅  前 新町 西 田 原

8．それらの場所

@で買物される

@理出は何です

@か．買物場所

@籏に一ilな理111

@を1つ選んで
@枠内に○印を

@っけて下さい

買物場所

買物理由

商店街 なぐさ

一一

?Iセタン1

商疵街 ひのストア 商店街 銀ビ∫レ ウエ∫レマ1ト ジユンテドンウ 和光デンキ
メガネ城

フパ

A1
Vク

?ﾉ

盗L

写真のラボ

姫路市 加西布

商品の量や種類が豊富

商品の晶質・鮮度が良い

商品を自由に選択出来る

商＾のセンスが良い

楽しく賢物が出来る

親切でサービスが良い

価格が安いから

近くて便利だから

店の人と角1リ合い

駐山場が整っているから

，．日常の’k活の

@．止で買物に不

@便なさってい

@る商品があ．リ

@よすか（○の

@数は限定しま

@せん〕

1．野菜果物  2．鮮魚   3．精肉   4．惣菜

W．酒・飲料   9．クスリ  1O．化粧晶  リ．食器

P5．糾上服   16．婦人服  17．子供服  18．ベビー用品

Q2．履物    23．カバン類 24．手芸用晶 25．装身具

h．スポーツ品 30．レコード 31．書籍   3Z．文房具

R6．玩具    371生花   38．園芸用晶 39．理容

S3．クリーニング“．その他（ご記入下さい       ）

5．一般食品

P2．金物

P9、呉服

Q6．時計

R3．電気器具

S0．美容

6．蘂子類  7．パン

P3．荒物雑貨 14．肌着類

Q0．家具   21．クツ

Q7．メガネ   28．カメラ・DP匡

R4．ガス暑呈具  35．インテリア

S1．レストラン421喫茶店

lo．繍崎町の商店

Xに劣）れぱよ

@いと思われる

@ものは何です

ｩ（2つだけ

Iんでトさ

@い）

1．乗用車の駐車場

S．ゴ供の遊ぴ場

V．歩道の設置

P0．食料品スーパー

P3．明るい雰囲気の喫茶店

P6．児藍図書館

P9．映圃館

2．自転車やバイクの置場

T．公衆便所

R．アーケードの商店街

P1．センスの良い専門店街

l．気軽に利用できるレストラン讐

P7．文化教室（特に

Q01その他（ご記入下さい

〕

3．公園や広場

U．休憩施設

X．大型ショッピングセンター

P2．総合食料晶市場

P5．ゲームセンター

P8．医療機関（特に     ）

@      ）
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11． 商店街や商 駅   前 新 町． 西 田 原 自 姫 加 そ

店その他の買 買物』陽所 商 な 二 商 ひ 商 銀 ウ ジ 和 メ フパ 写 宅 の

物施設に対し ユ の ビ 工 ユ 光 ガ ア1 真 近 路 酉 他

て希望したい 店 ぐ 店 ス 店 ノレ ル ン デ ネ シク の く の

ご意見があり セタ ト スア マ テド ン
一
ヨ繁 ラ の 市

ますか（買物 希望意見 街 さ ン1 街 ア 街 卜i 1卜 ンウ キ 城 ン伸 ポ 店 市 市 町

場一所毎に主な 商品をもっと豊富に

もの3つ以内 店の数や業種を増す

に○印をっけ 流行を吟味して

下さい） 品質を吟味して

商晶を気軽に選択

店を明るく清潔に

店員はもっと親切に

客にっきまとわない

価格を安くして

売出の回数を増やせ

商品失口識を養って

通行を規制し安全に

箇業時間を遅くまで

その他（
）

12．あなたはjCB

VlS＾讐のクレ 1．現在持っている（ 枚）

ジットカード 2．持っていない

を持っていま

すか

13．あなたは（プ

リペイトカー 1．知つている a．買物等に使いたい

ド｛現金前払 B．買物等に使いたくない

カード）につ 2．利用したことがない

いてご存じで

すか

14．あなたは又は

あなたの家族 1．利川したことがある 3．遡惰販売

で、最近1年固 h．訪問販売

1，二、逝｛一言販売 2．利州したことがない

や洲削版売を

利川した こと

があリますか

15．打，一1出川Iの火迦 1．知つている

商品券にっい r知っている」と答えた方について 1．利用したことがある 21利用したことがない

てご存じです 2．知ら匁い

か r知らないjと答えた方について 1．今後禾1」用したい 2．利用しようとは思わない

lo．紬崎IlI1一に人 1．大型店の出店に賛成である

型店の進出表

明があリます 2．大型店の出店には反対である

17．その他

自由意見。欄
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1．お宅の住所は，

住所地区の分布については，以下のようになっている。

1．駅前，福田，馬田，山崎………663

2．新町

3．高橋

4．高岡

5．西田原

6．東田原，南田原

7．八千種

  無回答

・・・・・・…@159

・・・・・・… @242

・・・・・・…@236

・・・・…@244

 ・・・… 677

・・・・・・…@278

・・・・・… @ 56

（25．9％）

（6．2％）

（9．5％）

（9．2％）

（9．5％）

（26．5％）

（10．9％）

（2．2％）

 回収された調査票の総数は2，555枚で，回収率は85．2％である。地域別のサンプル

数としては，かなりの数が集められており，調査への参加意識の高さは充分に評価

されるべきものである。福崎町全域に及ぶ調査としての規模と内容は，これらの数

値で保証されると思われる。

2．同居の家族数

ここでは多少興味ある結果が出ている。

1．1人

2．2人

3．3人

4．4人

5．5人

6．6人

 無回答

……・
S2 （1．6％）

・…… Q68 （10．5％）

……・ S13 （16．2％）

……・・ U69 （26．2％）

………
S76 （18．6％）

…・…・ T32 （20．8％）

………
P55 （6．1％）

 ここで注目されることは，4人以上の合計が65．6％もあるということである。こ

とに6人以上が20．8％あるということは，2世帯生活者が多いということであろう。

 平成2年の調査では，福崎町の人口総数は19，243人で5，327世帯となっている。平

均世帯数が3．6人であることを考慮すると，6人以上が532人の回答を得ている点か

ら2世帯同居者が多いことの裏付けとなっているように思える。これは福崎町の消

費者行動を考える場合の一つの主要なポイントとなるかもしれない。
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3．家計を支えている方の職業

職業別でみると次のようになっている。

1．会社員   …・・1，242 （55．1％）

2．公務員

3．商工自営

4．農林業

5．自由業

  その他

…… @299 （13．3％）

…… @328 （14．6％）

…・・ @68 （3．O％）

…… @172 （7．6％）

・・・… @   145   （6．4％）

 全体の55．1％が会社員とトップであり，次に商工自営業が14．6％となっている。

公務員と答えた人が13．3％とある点は，行政，教育関係者ということになり，福崎

町の就職者実態を見る上で，参考にする必要があるかもしれない。ただ，農林業と

した人が68名と少なく，これは兼業農家の形態が一般化しているからであろう。

4．記入された方（性別）

 これは，婦人会の方々に調査をお願いしたことから，予想通りの結果であると思

う。

1．男’性 ……106 （4％）

2．女性 ……2，323 （96％）

5．あなたの年齢

 世代別の分布は次のグラフを見て分るように，40才代が37．1％と高く，次に30才

代の25．3％，50才代の21．3％と続いている。これらの傾向は，小売業者間，例えば

スーパー，百貨店での調査結果とも一致するものであり，40才代が顧客（クライア

ント）層の中核を形成している点は，業者間にとってはターゲット層であることか

ら，以下のアンケート内容は，大いに参考となると思われる。

・20才代  112（4．5％）

・30才代  630（25．3％）

・40才代  931（37．3％）

・50才代  531（21．3％）

・60才以上 289（8．9％）

■20才代
磨30才代
團40才代
團50才代
口60才以上
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6．買物頻度

ここでは次の図表を参照しながら，分析を進めたい。

■駅前商店街塵新町商店街圏辻川商店街團八千種地区口姫路市
口加西市  ㎜その他地区
100％

80

60

40

20

0

毎日行 2・3回 週1回 月2・3回 月1回 2・3月に 間1・2 行かな
駅前商店街 257 291 166 136 79 65 64 234

新町商店街 284 403 227 155 71 59 25 174

辻川商店街 344 578 268 153 74 40 26 152

八千種地区 48 57 23 18 16 11 1O 636

姫路市 29 56 76 203 362 395 212 60

加西市 31 66 136 277 357 322 116 82

その他地区 22 41 41 34 38 58 108 332

 表でみると，駅前，新町，辻川の商店街で買物をすると回答した人の数の多いこ

とが，先ず目に付くと思われる。しかも「毎日行く」から「月2・3回」までに，

その数値が大半集まっている。週2・3回の縦の数値をみると，この項の数値が，

他の項と比較して最も高くなっている。特に辻川地区では，「毎日行く」の1．68倍の

578という数値となっており，他の商店街の頻度を大きく上回っている。これは西田

原，東田原，南田原の人々が，地元商店街に日常品を買い求めた結果であると思わ

れる。

 しかし，「月2・3回」から「年間1・2回」までの項をみると，姫路市や加西市

方面への流出数の高いことも瞭然としている。ここでは商品や価格は具体的に表わ

れていないが，後の質問を見ると，日常品，生鮮食品等は地元で求め，高級品や申

・高級衣料等は他市で買い求める傾向が出ている。福崎町の小売商業の課題は，実

にこの点にあるのである。とはいえ，買い物先やその頻度については，地元優先と

いう消費者行動は，上記の図表からみて充分に肯定できるものと思われる。
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交通手段（地区別）

 先ず，地区別の消費者行動をみてゆくことにする。対象となる商店街は，（1）駅前

商店街，（2）新町商店街，（3）辻川商店街，（4）八千種地区，（5）姫路市，（6）加西市，（7）そ

の他である。これら商店街へ近住の各地区住民がどのような交通手段を用いて，買

い物をしているかを問うたのが，このアンケートである。

 地元指向という点からは，各地区住民の動向は，

 （1）駅前 ……26．4％，（2）新町 ……28．5％，（3）辻川 ……31．O％，（4）八千種…

…20．1％となって，やはり地元での購買率が，各地区先トップの数値を示している。

 交通手段をると，徒歩・自転車の合計が高く，それぞれ，（1）駅前 ……72．2％，

（2）新町 ……87．1％，（3）辻川 ……67．0％，（4）八千種 ……42．1％となっている。

八千種のみが，焦点が多少分散しているためか，乗用車と回答した人が，47．6％と

徒歩・自転車の人を上回？ている。        一

 各地区住民の他市への流出率では，以下のようになっている。

          姫路市  加西市

駅前・福田・馬田   19．2％  15．6％

新町       ……20．1％  16．0％

高橋，西治    ……17．4％  17．1％

高岡      ……16．8％  17．2％

西田原     ……19．6％  19．0％

東田原・南田原  ……20．O％  19．6％

八千種      ……15．8％  22．8％

         Ave．18．4％ Ave．18．2％

次に各商店街に対する世代別の消費者行動をみると，以下のようになっている。

20代 30代 40代 50代 60代以上

駅前 5，0 28．2

新町 4，2 29．8

辻川 6，9 29．1
八千種  7，2 35．8

姫路市  6，5 30．0

加西市  7，2 32．0

  Ave．6．17  30．8

39，8 18．6 8．4 （％）

40，6 17．2 8．3 （〃）

40，0 17．4 8．6 （〃）

34，6 15．4 6．9 （〃）

40，2 16．5 6．9 （・）

40，1 15．6 5．1 （・）

39，2 16．8 7．4 （〃）
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 これで明らかなように，世代別では比率の高い順では40代，30代，50代，60代，

20代となっている。ここで注目すべき点は，40代と30代の差がAve．でみても8．4％

あり，しかも20代の比率が最低となっているところである。

 さらにみると，40代と30代の合計が全体の70％にもなり，3位の50代が16．8％，

4位5位が残りを二分している点が注目される。

 20代が最低ということは，若者にフィットした品揃えが達成されていないという

ことであり，再考を要すところであり，また40代30代が7割を占めるということは，

便益性，最寄品が主な買物となり端的に言って食料品のウェイトが高いとみること

ができる。となれば，まだまだ一ヶ所でのワン・ストップ・ショッピングの域まで

は達していないと考えられる。それゆえ，加西・姫路地区の大型店への流出が高く

なっているのである。

 以下の図表は，上述した分析の元をなすものである。これらの図表については筆

者が新しく作成したものである。各地域の小売業者にとってはM D（販売促進）の

主要な資料となると思われるので参照されたい。

年令月一牒計表（1）駅前商店街地区
200

180

160

園徒歩

■自転車

皿バイク

目乗用車

座バス

扇鉄道
140

120

100

18

80 102

131

60

96

40 741

47
20

18

29

19

32

20代    30代    40代    50代

一147一



大 島 俊 一

隻令別集計表（2）新町簡店街地区
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180

I60

M0

120

lOO

80

60
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■自転車

㎜バイク

目乗用車
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年令別集計表（3）辻川商店街地区
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280
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240
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隼令別集計表（5）姫路市
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年令矧燦計表（4）八千種地区
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年令別集計表（6）加西市
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年令別集計表（7）その他の市町
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7．商品の買物場所

ここでは具体的に買物場所と購入品目との相関を以下の図表と共に，調べてゆく

ことにする。

（イ）生鮮食品，加工食品，菓子，パン

駅前南店街
な

ニューセンター
新町商店街
ひのストアー
酉囲原漸店街
銀
ウェルマート
ジュンテンドー
和光アンキ
メガネ三城
フアヲハン桑縮
写真のラボ
自宅近く店
姐
カll

その他市町

  ■生鮮食料品磨加工食品 團菓子
O     100     200     300     400     500

図パン
600  700

湘南店街
ぐ さ

一センター
呵r商店街
）ストアー
1原漸店街
ビ ノレ

＝ルマート
ンテンドー
光デンキ
ガネ三城
ヲション桑締

貞のラポ
善近く店
路 市
酉 市

リ他市町
駅 な セ 新 ひ 西 銀 ウ ジ 和 メ フ 写 自 姫 加 そ

生鮮食料晶169 118 7 I8 732 12 647 278 O O O O 0 171 57 67 53

加工食品 101 l16 5 1O 555 8 7I4 367 0 O O O O 146 49 75 47

菓子 109 184 0 7 512 39 585 400 0 O 0 O O 203 57 55 38

パン 188 136 0 9 438 20 465 485 O 0 O O O 243 56 53 61

合計 567 554 12 “ 林＊ 79 淋＊ ＊淋 O O ．O O O 763 219 250 199

          ％
■町内購買   819792．5

磨町外購買    668 7．5

 合 計    8865

 図表でみると，生鮮食料品，加工食品，菓子，パンの購入場所は銀ビル，ひのス

トアー，ウェルマート，駅前商店街，なぐさの順となっている。ただ生鮮食料品は

ひのストアーが732と最高であるが，加工食品，菓子は銀ビル（714），パンはウェル

マート（485）の人気が高くなっている。これら4品目では，消費者が品目別に店を

選択していることが判る。ただウェルマートが新設店でありながら，駅前商店街の

約3倍の集客数があることは，評価されると思う。これら4品目では，下の円グラ
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フの全体をみても，町内購買数が92．5％あることで，地元での消費が高く，他市へ

の流出は少ない。これはやはり日々の食卓の必需品であるものは，近くそ買い求め

られるという一般的傾向であり，小売業の中心的品目（アイテム）であることが，

数字上からも明らかとなっている。これは大方の予想と一致している。’

（口）食器・金物，クスリ，化粧品

        ■食器・金物磨クスリ  国化粧品

0  90  180 270  360 －450 540

駅前商店街
な  ぐ  さ
ニューセンター
新町商店街
ひのストア』
西田原商店街

銀  ビ  ル
ウエルマート
ジュンテンドー
和光テンキ
メガネ三城
フアヲション桑博

写真のラボ
自宅近く店
姫  路  市
加  西  布

その他市町

駅な一七新ひ西銀ウリ和メブ写白姫川そ
食器・金物 185 1 441712292381232519 5 0 09945623163
クスリ

化粧品
合計

61121355461883425300003471948288
285 032103 61528－22 0 0 0 9 0307424184315
ネ＊＊  3171198 83569661 39328 19  5  9 0753＊：．＝：1＝49τ466

          ％
■町内購買   391965．8

磨町外購買   203734．2

 合 計    5956

 ここで気になるのは，クスリは駅前商店街が611とトップの数値を得ているが，食

器・金物，化粧品は姫路市で求められている点である。町内では食器・金物ではシ

ュンテンドーがホームセンターとしての業態から325と最高数値を出しているもの

の，姫路市と加西市との合計の半分以下となっている。’化粧品も同様である。これ

は図表下の円グラフでみると，明瞭である。町内対町外の比は，65．8％vs34．2％と

なっているのである。
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 とはいえ，ここでの3品目の購入先としては，町内の駅前商店街，西田原商店街，

銀ビルの2地区，一店舗で町内の59％を集めており，これらの品目では強味が出て

いると思われる。ただ自店近くの数値を町内の各店舗に合算すべきものと思われる

が，やはり他市への流出傾向が高いのが考慮すべき点である。この傾向は以下の品

目についても続いている。

 い）肌着類，紳士服，婦人服，子供服

駅前商店街
な

ニューセンタ』
新町商店街
ひのストアー
西回原商店街
銀
ウエルマート

ジュンテンドー
和光テンキ
メガネ三城
フアヲハン菱脾
写真のラボ
自宅近く店
姐
加

その他市町

  ■肌着類  磨紳士服

0200400600
團婦人服  團子供服
800     1000     1200

前商店街
ぐ さ

1一 Zンタ』
町商店街
ηストアー
刃原商店街
ビ ノレ

エルマート

ンテンドー
光デンキ
ガネ三城
ヲシ辻ン菱脾真のラポ

宅近く店
路 市

酉 市

の他市町
な セ 新 ひ 西 銀 ウ ジ 和 メ フ 写 自 姫 加 そ

肌着類 206 49 20 19 5 80 483 0 O 0 O 31 0 88 614 465 l02

紳士服 50 2 3 18 O 52 74 O O O 0 9 0 54 298 379 118

婦人服 124 12 7 68 I 55 78 O O O 0 31 0 83 189 386 121

子供服 蝸 8 1 15 1 32 57 O 0 0 1 35 O 52 935 386 68

合計 425 71 31 I20 7 219 692 O O O 1 106 O 277 淋＊ ＊柵 409

           ％
■町内購買   194932．4

磨町外購買   406167．6

 合 計    6010

肌着類で銀ビルが483となっているものの，それ以外の品目では，圧倒的に他市へ

の依存度が高くなっている。ここでの特徴の一つは，紳士服，婦人服では，それぞ

れ379，386と加西市で購入する人が最も多いことである。北条のジャスコ店であろ

うと思われるが，姫路市のスーパー，ニチイ（サティ），ダイエー店と比べて，福崎

町から車で1O分の差が，こうした数値差を生んでいるのであろうか。
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 それにしてもこれらの品目についての流出度は高く，円グラフでみると，実に

67．6％にもなっている。スーパーでのアイテム数の豊富さと，流行晶の品揃えの差

が，規模の差の中で如実に表れたと見るべきであろうか。良品を安価に，しかも選

択のバリエーションを楽しみながらの買い物となると，町内の各地域・店舗は競争

に負けていると言えるかもしれない。

 （二）呉服，寝具

            ■呉服  磨寝具
0    100    200    300    400    500    600    700    800

駅前商店街
な  ぐ  さ
ニューセンター
新町商店街
ひのストア』
西岡原商店街
銀  ビ  ル
ウエルマート

ジュンテンドー

和光テンキ
メガネ三城
ファッション”
写真のラボ
自宅近く店
姫 路 市
加 酉 布
その他市町

呉服
寝具
合計

駅なセ断ひ西銀ウジ和メ
139   6   0  21  2  52  13  0

1369732 165530

写自姫川そ
0 0 I 0178808108318
0000180772310231

275157533217660200 0358＊：・＝＊4－8549

          ％
■町内購買    99728．1

日町外購買   254771．9

 合 計    3544

 ここでは図表で明らかなように，呉服・寝具といった高級晶については姫路市で

購入するとした人が，全体の71．9％を占めている。品目が高級化すればする程，隣

接の大都市へ出掛けるとする消費者は，一般的に多くなっている。地方都市の背負

っている共通の課題かもしれない。町内の購入が3割を下回っているということか

らすると，やはり価格差が大きいと思われる。また寝具にしてもベッドなどの大型
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商品については，業態の在り方としても一種店舗以上のスペースがなければ，消費

者二一ズを掴むことが難しいだけに，これらの品目にしても大型専門店のある都市

へ行くことになる。これらのアイテムでは，サービスとは先ず選択の数の豊富さと

いうことになるだけに，弱小の店舗では消費者の多様な好みを充たすことは難しい

ξ思われる。

 （ホ）クツ，カバン，装身具

        ■クツ   層カバン  国装身具

0200400600800100012001400
駅前商店街
な  ぐ  さ
ニューセンタ』
新町商店街
ひめヌトアー
西田原商店街
銀  ビ  ル
ウエルマート

ジュンテンドー
和光テンキ
メガネ三城
フアヲション纂伸

写真のラボ
自宅近く店
姫  路  市
加  西  布

その他市町

駅なセ断ひ西銀ウジ和メブ写自姫川そ
クッ

カバン
装身具
合計

209  0   0  10    371 28  0  0  0   0   0   0 178035230  96

30  0  0  8   1 33  3  0  0

290050216022680023242537022

00032441277140
一 3 027308199181
3 0237＊＊＊706417

           ％
■町内購買    1000 16．9

磨町外購買   490783．1

 合 計    5907

 クツでは駅前商店街が209，西田原商店街が371という数値を出しているものの，

この合計ですら姫路市のユ，035の半分といったところである。カバン，装身具にいた

っては，その殆とが姫路市と加西市で買い求められているといった現状である。円

グラフでみると流出率は83．1％にもなっている。これも先の商品と同様，高級品の

購入については姫路市へ行くという消費者行動を裏付けている。おそらくクツで
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10，000円以上のもの，カバン，装身具で20，000円以上のものは，そのようにして購

入されているのであろう。今日，クツはクツの流通センターで，カバン等は多種の

品揃え店の他に，若者・中高年をターゲットとした高級雑貨店で売られるようにな

り，単独の商品構成では，集客が難しくなってきている。町内名店の店舗設計や販

売方法を再考する必要性は高く，またそれ以外に競合は難しいと言わざるを得な

い。

 卜）時計，メガネ

                      ■時計   日メガネ
         0      200      400       600       800      1000      1200

駅前萌店街
な  ぐ  さ
ニューセンター
新町商店街
ひのストアー
酉田原漸店街
銀  ビ  ル
ウエルマート

ジュンテンドー
和光テンキ
メガネ三城フアフション業IL

写真のラボ

自宅近く店
姐  路  市
加  西  布

その他市町

時計

メガネ

合計

駅なセ断ひ西銀ウリ和メ 写自姫川そ
140026 178 1 0108316 0042201222162
11005061 0239270055666i2470
250031 －392012869430097：・＝＊＊346232

          ％
■町内購買   133635．3

層町外購買   244564．7

 合 計    3781

 メガネについては，チェーン店であるメガネの三城が927と最高になって’いる。こ

れはチェーン店である特性から，本店同様の種類，価格であることを消費者が充分

に知っているからだと思われる。地元に同じ商品が，同じ価格であるならば，姫路

まで出掛ける必要はないからである。ただ時計については，姫路市の1，201という数
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値は大きい。時計は今日は専門店のみで売られるものではなくなっており，雑貨の

中でみられるアクセサリー的商品としての特性を具有している。換言すれば，時計

は貴金属（一部を除く）としてより，ファッション感覚で身に付けるものなのであ

る。東急ハンズ等の新規店では，館内の各所で売られている。単独店で営業を続け

るならば，よほど商品を特化しなければ，展開は難しい商品となっていることを再

認識する必要があると思われる。今日時計はバリエーションの広い商品なのであ

る。

 （ト）スポーツ用品，楽器等

              ■スポーツ用磨楽器レコード

0100200300400500600700800
駅前商店街
な  ぐ  さ
ニュ』センター
新町商店街
ひのストアー
西回原漸店街
銀  ビ  ル
ウェルマート

ジュンテンドー
和光テンキ
メガネ三城
ファッション舳

写真のラボ
自宅近く店
姫  路  市
加  酉  布

その他市町

駅なセ断ひ西銀ウジ和メブ写自姫川そ
スポーツ周395 1 117 0108
楽器レトド I27 0
合計 522

07100114971721171
702220180006986713783
2240－30308900 218＊＊：・＝348154

           ％
■町内購買   92830．8
層町外購買   208669．2

 合 計    3014

 これら2つの品目に対する回答をみると，駅前商店街の数値は評価されると思う。

ただ，その合計522も全体の1／6である点は考慮を要するもの以外は，野球，テニス，

サッカー，バレーボール，ドッヂボールといったアイテムがべ一スとなっており，
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ゴルフ用品などは，ブランド指向性が高いので，百貨店等で買い求められていると

思う。スポーツ用品は大規模店での営業が難しいとされているだけに，地元商店は

展開方法次第では競争が可能であると思われる。一方楽器，レコードも最近のレコ

ード店はC Dを中心とする方向になっており，しかも百貨店等の売り場がトレンデ

ーなものとなっているだけに，店舗としても1種規模のものが必要となってくると

思われる数値をみる限り，福崎町のレコード購入の潜在力はまだまだあると思われ

る。

 （チ）書籍，文房具，玩具

        ■書籍   磨文房具  團玩具

090180270360450540
駅鮒商店街
な  ぐ  さ
ニューセンター
新町商店街
ひのストア』
西四原商店街
銀  ビ  ル
ウエルマート
ジュンテント

和光テンキ
メガネ三城
ファフション”

写真のラボ
自宅近く店
蝸  路  市
加  西  布

その他市町

書籍

文房具
玩具
合計

駅なセ断ひ西銀ウリ和メ
3391047356712220
281  6  0381 103131－1 23 17  2

680010512053228
  7  0533 －4：．＝＊1．＝一26 27 21 －O

写自姫川そ
0406383 97 34

0460230115 25
0227531240 52
0＊ま＊：1：＊＊452Hl

■町内購買

磨町外購買

 合 計

   ％
2519 59．6

1τ07 40．4

4226

 ここでは町内vs町外が59．6％vs40．4となっており，町内での購買率が高く．なっ

ている。玩具については，専門店が従来の規模を超えたものが出来たので，その影

響であると思われる。書籍，文房具については，福崎町では雑誌類，文庫本などの
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売れ筋で，文房具では，小中学生の学校指定のものの便利店的性格が強いと思われ

る。それだけに，こうした数値が出ているのであろう。ただ，書籍については，姫

路市にあるような大型専門店が無く，各ジャンルの基本的図書が揃えてある店は，

さらに見当らないといったのが現状である。書籍業界も全国的に返品率が増大し，

売れ筋中心となる営業展開が主流となっている。しかし，古典等の基本図書め潜在

需要も一方では高まってきているのである。とはいえ，上記の数値は現状では，流

出傾向を押さえているだけに評価されると思う。

（リ）電気器具，家具類

                       ■電気器具 画家具類
         0    100    200    300    400    500    600    700    800

駅前商店街
な  ぐ  さ
ニューセンター
新町商店街
ひのストアー
西回原商店街
銀  ビ  ル
ウエルマート
ジュンテンドー

和光テンキ
メガネ三城
フアフション舳
写真のラボ

自宅近く店
姫  路  市
加  西  布

その他市町

駅なセ断ひ西銀ウジ和メブ写自姫川そ
電気器具 192 0 085 2211
家具類
合計

11762950134044511591
22006443531165002306840115126
21400916646 2  33634   5  0   3646ま＊＊230217

           ％
■町内購買   228456．9

磨町外購買   173243．1

 合 計    4016

 電気器具，家具類においても，町内購買が56．9％となっている。電気器具では，

和光テンキ，家具類では西田原商店街が高い数値を出している。姫路市の大手家具

店の影響を考えても，この数値は高いと思われる。家電製品市場では，ファジー機
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能を中心に動き始めており，同時にT Vの大型化を始め二高級化が進んでいる。各

家庭内の充足度は高く，今後の商品開発が急がれている。それだけに展示効果は大

きく，小規模店の経営は難しくなると思われる。ただ，その反面アフターサービス

体制を徹底することが，再生への道である。また家具類においてもディスプレイ

（展示）の在り様が競われる時代となっており，大型店舗化が進展している。駅前商

店街などは，苦境に立たさ乱ると思われる。個性化傾向は生活全般にまで進行して

いることを，再認識する必要があると思う。

 （ヌ）贈答品，外食・喫茶

              ■贈答此  磨外食喫茶
0   100  200  300  400  500  600   700   800  900  1000

駅前碗店街
な  ぐ  さ
ニューセンター
新町萌店街
ひのストアー
西四原碗店街
銀  ビ  ル
ウエルマート

ジュンテンドー
和光テンキ
メガネ三城
ファクシ，ン県佛

写一奥のラボ

自宅近く店
姐  路  市
加  酉  布
その．他市町

贈答品
外食喫茶’

合計

駅なセ断ひ西銀ウ
670092736215
129003231922
19600413055417

和 メ
2

1

3

写 自姫川そ
0222065152110
046375エ130180
0685＊＊＊282290

           ％
■町内購買   152839．0

磨町外購買   238861．0

 合 計    3916

 ここで注目すべき点は，やはり贈答品（お中元，お歳暮）等の贈り物が，圧倒的

に姫路市でなされていることである。贈答品という高額で数多くの商品が他市で購

入されるところが，地方都市の地元商店街の共通のウイークポイントである。地元
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にスーパー等が在ったとしてもワン・ストップ・ショッピングを貫徹することは難

しく，こうした商品は大都市の百貨店に負うところ大である。ブランド・イメージ，

古くは「のれん価値」と呼ばれる目にみえない誘因効果は，今後も続くと思われる。

ただ百貨店のアンテナ・ショップでの売り上げは，伸びていると思われる。一方，

外食・喫茶もまた他市への流出が多いのに驚かされる。姫路地区での買い物のあい

間に昼食ということであろうが，これは予想以上に高いのではないだろうか。自宅

近くとした人が463もあるのに，この数値である。買い物は同時に「愉しむ場」と言

っているのか。

8．買物理由

 ここでは，買物場所毎にその買物理由を聞いている。以下においても先の項目同

様図表を参照しながら分析を進めてゆくことにする。

 イ．駅前商店街，なぐさ，ニューセンター，新町商店街

一駅前商店街一なぐさ 二“センター 二一・新町商店街

300 …・

250 ・…

200  ・、…          グ・

150  ・、・・  ・…   一・・・・                        ・…

                     J：、                     ！・＼
100  ・…‘’’I    l－1一．一！’1’I＼一1
                    ’     、．                    ’                    ’50  ・一・……        W・…・・・…ミ・・一…：・・
                   ’ ’’＼     、    一’「、                          ’ ’’  ． 、、
   …一∠一 ’：、．、、 一．．、！！十一…一一｝ン’’ ・ ＼一＿．．Σ
 O

種類品質・自由 セン薬し親切・価格近く 店と 駐車
駅前商店街  25 110 34 21 18 62 28 344 154 16
なぐさ

ニュiセンター

10  11  47

5  32  11

4

新町商店街  15 13 12 12
合計

3 9 24 242 44  11
9  I3  40  10

8    21    10   140    59

7

55   166   104    38    29   101    75   766   267    36

 ここでは図表で明らかなように「近くて便利だから」という理由の項に高い数値

が表われている。駅前商店街では「店の人と知り合い」との理由で154と高いポイン

トを付加している。これなどは地元密着の典型であろう。また，「商品の品質・鮮度

が良い」でも，駅前地区は高位の数値をあげている。

 ただ，「商品のセンスが良い」「楽しく買物が出来る」の項の回答数が少ないのが

気になる点である。とはいえ駅前商店街に対し，「親切でサービスが良い」とする人
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が62あり，他と比して高いところは，この地区の伝統であろうか。全体としては，

買回り品，日常品市場ということになると思われるが，やはり駐車場問題はネック

になっているのではないだろうか。以下の各府と比較しても駐車場についての支持

者は極端に少なくなっているのが理解されると思う。

 口．ひのストア，西田原商店街，銀ビル，ウェルマート，シュンテンドウ

一ひのストアー西岡原商店一一一銀ビル ウェルマート   ’’リ’ンテンドウ

1OOO

800  ・一…

600

  へ  ：、                                       ’
400・｛…∵一一・一…一・こ・  ・・・・・・・・・・   ・… 一一一
   、   1    ”；、                                    ’’：
       ”．、                    、      ”．
    、  ：   ．、                            ”．
    、     1  、 、                        （        ”  ．

・O・’たミ三！へ＼一1’’’’下一’’’’ 1＼ミ’’ゾ・・一・

  ≡．…．㌻．・・．三．・・；＼一一・…÷一、．一   ：…．マ、．

 O

種類 品質・ 自由 セン 楽し 親切・ 価格 近く 店と 駐車
ひのストア 159 615 I80 I9 48 71 802 311 106 62

西田原商店 22 18 38 23 13 57 I9 159 91 14

銀ビル 485 96 393 24 73 24 145 340 22 463

ウェルマート
174 157 221 63 75 66 28 284 16 397

ジ ンテンドウ 1IO 2 104 9 15 5 22 96 O 80

合計 950 888 936 138 224 223 lO－6 1190 235 lO16

 ここでの一商店街，4店舗では，以下のような結果となっている。「種類の豊富

さ」では銀ビルが485で（51％），「品質の良・さ」でひのストアが615（69．3％），「選

択の白由度」では，銀ビルが393（42％），さらに「価格」の項ではひのストアが802

（78．9％）と断然の強味を発揮している。それに対して「駐車場の整備」の点では，

ウェルマートとジュンテンドウが，それぞれ463（45．6％），397（39．O％）と2店で

85％近くの数値となっている。

 この点からみても，ひのストアはその人気度と比して駐車場整備率（ここでは

6．1％）とその隔離に他店と比しても大きな差があり，現状では追従する競合店との

差が大きいが，やはりライバル店が出現すれば，その特性だけに客足が遠ざかる可

能性が最も高いと言えるかもしれない。ここでは総合点では，銀ビルということに

なるのかもしれない。

 ハ．写真のラボ，和光デンキ，メガネの三城，ファッション繁伸，自宅近く

 業態が異なっているたやに，ここでは各店別の若干のコメントとする。写真のラ

ボでは，「価格」「親切」という回答が高いが，近隣型の営業形態となっている。和

一162一



地域小売商業消費者関連事業

一写真ラボ 一和光テンキー一一メガネ三城…ファッシ．ン繁仲…自宅近く

 360        ・・・・・・・・・・・・・・・… 一・一一一・一一一一一・、一・一一一・…  一・・■・一…

300

240 ・・’・一・ ・・・・・  ・・…

180  ・、…

120          1  Vl’’ ’・．．・
                （               ！：、    ’’                    ！ ・60 d．・：・．十一 l ．〆…＝Zン1；I
  ；～＝… 、ン自洲・’、ミー一一一一一一一一二》’ ・一一・・、
 O

種類 品質・ 自由 セン 楽し 親切・ 価格 近く 店と 駐車
写真ラボ 5 5 0 3 2 42 43 143 4 16

和光テンキ 72 4 81 12 29 31 190 81 5 77

メガネー城 37 8 4 35 1 110 7 136 16 16

プア、シ，ン繁伸 15 1 25 18 13 14 18 56 1 30

自宅近く・ 1I 51 19 14 27 75 26 405 254 16

合計 140 69 129 82 72 272 284 82一 280 155

光テンキでは，総計（横計）の582人中，190人（32．6％）が価格の安さをあげてお

り，駐車場の整備状況もこの数字からは及第点であろう。メガネの三城は，先の項

目でも述べたが，総計370人中136（36．9％）が「近く」と回答している点で密着型

の店舗といえるかもしれない。ただ，ここでは「価格」に対して1．9％（7人）と低

い数値がでているので，隣接の人々にとっては，割り高感があるのだろうか。底値

の水準が問題なのかもしれない。ファッション繁伸では，適度な顧客層（クライア

ント）があるのか，数字の上でのバラつきが少なくなっている。専門店としての評

価としては，これで適当と言えるのかもしれない。

 二．姫路市，加西市，その他の市町

 ここでは先にみた項目での状況と若干異なっている数値及びグラフとなっている。

というのは，「品質」と「価格」という商品購入の二大要素での数値が，それ穫高く

ないということである。その他の理由，つまり昨今言われている「アメニティー」，

遊びの愉しみとその空間の提供が，姫路市では高いということになる。この項だけ

に限っても，これでは規模と量の問題である。

 福崎町内の商業ゾーンに無いのは，実に現状ではこの点である。これからの商業

の基本は，やはり「快適さ」であろう。快適さはゆとりを生み，ゆとりは選択を愉

しみ，この愉しさが購買欲求を高め，生活時間を演出しているのである。ただ，こ

の表で興味のあるところは，駐車場の整備で加西市の方が姫路市より数値が高い点

である。これは一体何故であろうか。姫路駅前の駐車場の不便さなのだろうか。
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一姫路市  一加西市  ・一一・その他市町

800

700  ・’…         ＾・・

600

500 ・・一…

400

300 ・…

200

IOO ・・？、二…  ．                                       ・’・・’’…

 O

種類品質・自由 セン薬し親切・価格近く 店と 駐車
姫路市
加酉市

806   201   －191   768   627   259   204    34    69   IgO

387    92   239   100   215    65    93    34    44   258

その他市町  105 39 43 74 44 37 40 11 51 23
合計 1298 332 773 942 886 361 337 79 164 471

 次の表は，この8の項目の集計実数である。各商店街，各店舗にとれば，自店へ

の消費者の利用状況の中で，自店のイメージとして何が一番高く，そしてその次は

と理由を追ってゆけるだけに，この資料は今後の営業展開の一つの指針となると思

われるので，前の分析と重複する拠所もあるが，掲載しておくことにする。

 実際，そうなるようにと進めたのがこの事業でもある。これだけの規模と内容の

調査は，個店では不可能なものであると思われる。それだけに大いに利用して頂き

たいと考えている。分析もそうした意図を含めて行っているつもりである。福崎町

のこれだけの住民の関心を真面目に考える姿勢の有無が，来たるべき大型店との競

合状態を保証する鍵であると思う次第である。現実は抽象的であるものの，現象は

具体的なものだからである。このことを一言付言しておきたい。

買物理由

駅前商店街 な ぐ さ1一ユーセンクー 新町商店街 ひのストアー 西日ヨ原商店街

商品の量や種類が豊富 251 3．1 lO1o15 51 3．9 151 5．1 1591 6．τ 221 4．8
回口質 鮮度が良い llO113．5 l11リ17 1 32125．O 131 4．5 615125．9 181 4．O

自由に選択が出来る 341 4．2 〃111．6 l11 8．6 121 411 1801 7．6 381 8．4

商品のセンスが良い 211 2．6 411，O l 11o．8 121 4．1 191 O．8 231 5．1

楽しく買物が出来る 181 2．2 310．7 O1 81 2．τ 431 2．0 131 2．9

親切でサ ヒスが良い 621 7．6 91o．2 1 91 7．o 211 7．2 711 3．0 57112，5

価格が安いから 281 3．4 2415．9 1 13110，2 lO1 3．4 802133．8 191 4．2

近くて便利だから 3“142．4 242159．8 1 4013王、3 140147．9 311113．1 159135．O

店の人と知リ合い 154119．O “11o．9 lO1 7．8 59120．2 1061 4．5 91120．O

駐車場が整っている 161 2．o 1い。．7 71 5．6 21 O．8 621 2．6 141 3．1

8121 4051 I 1231 2921 2．3731 4541
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銀ビルストア ウェル・一ト シュンアントー 和光テンキ メガネー城 フ了ツシヨン際伸

商品の量や種類が豊宮 485123．5 174111．‘ llO124．8 72112．3 37110．O 1517．3
品質・鮮度が良い 961 4．6 157110，6’ 21 O．5 41o．τ 81 2．2 110．5
自由1選択が出来る 393119．O 22114．9 104123．5 8111319 41 1．I 25113，1

商品のセンスが良い 241 王．2 6314．3 91 2．o 1212．1 351 9．5 1819．4
楽しく買物が出来る 731 3．5 7510．1 151 3．4 2915．O 11 O．3 1316．8
親切でサービスが良い 241 1，2 66ミ4．5 51 1．1 3115，3 llO129．7 1417．3

価格が安いから 1451 7．O 2811．9 221 5．O 190132．6 71 1．9 1819．4
近くて便利だから 340116．5 284119．o 96121，7 81113．9 136136．9 56129．3

店の人と知り合い 221 1．1 1611．1 O1 510．9 161 4．2 11O．5
駐軍場が整っている 463122．4 397126．I 80118．O 77113．3 161 4．2 30115．9

2．0651 1．4811 4431 582≡ 3701 1911

写真のフボ 自宅近く店 姫路市 加 西 市 その他市町
商品の量や種類が豊宮 511．9 l111．2 806122．1 387125，3 1051225

品質・鮮度が良い 511．9 5115．7 20115，5 9216．O 39184
自由に選択が出来る O1 1912．1 州113，5 239115．7 43192
商品のセンスが良い 31111 1411．6 τ68121．O lOO16．5 741158
楽しく買物が出来る 210．8 2713．O 62711τ．2 2王5114．1 μ194
親切でサービスが良い 42116．O 7518．4 25917．1 6514．3 37179
価格が安いから 43116．3 2612．9 20415．6 9316．1 40186
近くて便利だから 143154．4 405145．1 3410．9 3412．2 l1124
店の人と剣リ合い 411．5 254128．3 6911．9 “12．9 51110．9

駐車場が整っている 1616．1 1611．7 19015．2 τ581王6．9 23149
2631 8981 3．6491 1．5271 4671

9．日常の生活の上で買物に不便なさっている商品がありますか。

 ここではアンケートにある44の項目について，消費者が買い物の際に不便を感じ

ている商品がどれかを具体的に尋ねた。その結果が以下の図表である。先と同様分

析してゆくことにする。

70     140     210 280     350     420

野菜果物

鮮魚

精肉

惣菜

一般食品

菓子類

パン

酒・飲料
クスリ

化粧品

食器

金物

荒物雑貨

肌着類
紳士月艮

婦人服

子供服

ベビー用品
呉服

家具

クツ

はきもの

野菜鮮魚精肉惣菜一般菓子パン酒・クス化粧食器金物荒物肌着練士婦人子供ヘビ呉服家具クツはき
124466 98 68 45 I5 31 22 34 68131 44 73 95260256231 92 44 39143 57

 図表にあるようにNo1－22までを検討してゆくことにする。ここで一番多かった

のは鮮魚の466である。次に紳士服の260，婦人服の256，子供服の231と続いている。

先のアンケートの質問では，鮮魚はひのストアー，銀ビルを筆頭に地元商店街で買
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い求めるとされていたが，ここではその鮮魚への希望が一番多くなっている。これ

は一見相反するように思えるが，実際はそれだけ福崎町民にとっては，必需品の第

一候補ともいえる商品であることの表われとみるべきであろう。他の紳士，婦人，

子供衣料は先でみたように姫路市で購入するとされた商品で，福崎町にはアイテム

数が少ないという反映と見るべきであろう。No．22までの回答数は因みに2，436あり，

鮮魚は19％，野菜は5．1％となっている。約1／4の人が先ず掲げている商品の充実が

強く望まれる。

 次にNo23－44までをみてゆくことにする。

50 IOO           150           200 250      300

カバン類

手芸用品

装身具

時計

メガネ

カメラ

スポーツ品

レコード

書籍

文房具

電気器具

ガス器具

インテリア

玩具

生花

園芸用品

理容

美容

レストラン

喫茶店

その他

カバ手芸装身時計メガカメスポレコ書籍文房電気ガスイン玩具生花園芸理容美容レス喫茶ク！ その

346212121 50 19 22 54138 65111 17 24178 23 89 72 18 53243 63121 16

 この図表からはカバンが346，次にレストランが243，手芸212，そしてインテリア

の178と希望順に続いている。ここで興味ある点は，手芸の数値が高いことである。

最近若者から中高年にかけて，手作りへの関心が各地で高まっており，福崎町でも

この傾向が出てきているように思われる。都市商店街の構成要因として隠れた部位

にあるものの，これらの店の有無が全体の整合性と繁栄を支えていることは，あま

り考慮されていないが，このジャンルの商品の豊富さこそが，全体のバリェエーシ

ョンをみるバロメ，一ターなのである。こうした点は業者間でも「すきま的業種」と

してしか見られていない傾向があるが，実際はそんなものではないのである。都市

の有名商店街を今一度じっくり観察する必要があると思われる。とはいえ，潜在的

な需要喚起が生じている以上，この点への配慮もまた強く望まれる。

 以下の図表は福崎町全域に対し，先の44の項目について尋ねたものである。個別

に検討を加えてゆくことにする。
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■福田・馬日ヨ固新町   團高橋・西治国高岡   口西田原
口東・南田原皿八千種

野菜 鮮魚 精肉 惣菜 一般 菓子 パン 酒・ クス 化粧 食器 金物 荒物 肌着 紳士 婦人 子供 ヘビ 呉服 家具 クツ はき

福田・馬E日 55 135 23 15 14 6 8 6 3 15 42 19 38 28 71 65 63 31 6 14 50 15

新町 2 34 1 6 O O o 3 3 4 I3 2 2 9 20 18 13 4 7 4 14 6

高橋・西治 6 52 6 8 6 2 5 2 8 7 6 4 6 8 29 35 30 12 3 2 18 6

高岡 8 38 lo 6 4 O 1 2 3 1O lo 2 5 7 22 25 24 7 6 5 12 8

酉田原 M 29 6 10 3 1 6 3 3 7 ・王2 4 2 1o 30 34 25 9 5 4 13 6

束・南日ヨ原 30 118 21 i4 H 3 4 5 10 22 41 8 ll 27 π 67 70 22 14 8 24 o

八千種 7 54 28 9 7 3 6 1 4 3 6 5 8 6 lo I2 6 6 3 2 lo lO

■福田・馬日ヨ囮新町  国高橋・西治国高岡  口西目ヨ原
口東・南田原皿八千種

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0

カバi手芸 装身 時計 メガ カメ スポ レコ 書籍 文房 電気 ガス イン 玩具 生花 園芸 理容 美容 レス 喫茶 クリ その

福日日・馬日ヨ 891 67 21 16 11 5 13 54 18 31 5 8 50 7 9 31 3 lo 67 24 20 3

新町 32 ll 8 5 1 1 3 13 4 6 2 0 ll o 3 6 3 3 25 3 5 3

高橋・西治 32 22 18 7 1 3 3 15 7 14 1 2 17 2 9 4 2 7 23 3 15 1

高岡 40 17 8 2 2 1 4 ll 4 6 4 O 14 2 6 3 2 4 〃 2 8 1

西田原 43 17 20 2 2 o 1 7 18 12 15 1 3 22 4 15 lo 1 5 30 7 14

東・南国原 93 146 44 13 I 9 13 21 l1 23 2 9 57 6 25 14 3 13 57 15 38 3

八千種 15 30 2 5 3 2 lo 3 9 16 2 2 6 1 22 4 4 ll 20 9 20 2

鮮魚，食器，紳士服，婦人服，子供服については，福田，馬田地区と，東・南田

原地区が同様の傾向を示している点は注視すべきところである。この二地区の消費

性向がほぼ相似型となっているのは何故であろうか。No1～22までの項目について

は，この相関が気になるところである。調査枚数は福田，馬田，山崎地区の統計は，

初めにみたように663（25．9％），東・南田原地区は677（26．5％）である。ここでは

それぞれ重複回答となっていて，1，28逐と1，128となっている。
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 No23－44では，二地区の相関は若干弱くなっているがカバン，インテリア，レス

トランでは数値差は小さい。全般の傾向は先に述べたところであるが，ここでは東

・南田原地区でクリーニングの項に38とある点について，若干のコメントをしたい。

この数値は他地区と比べても高く，この意味するところは大きいと思われる。それ

はクリーニングという事は，生活を続けるための必須の行為だからである。主婦層

やキャリア・ウーマン，サラリーマンにとっては，職場の生活を中心として働くた

めの仕事着であり，これをリニューアルすることは，一つの前提であり，エチケッ

トでもあるからである。ということは，単に衣料の保存だけでなく，日毎の仕事に

対する積極性すら，エチケットという感覚の中には存在しているのである。となれ

ば，こうした側面からの消費者二一ズヘの対応は，商品売買の小売業種とその役割

が大いに異なり，これまた隠れた都市市街化への必要条件である。

 それが少ないと言っているのである。商業を商業らしくするためには，その周辺

の営業形態をも同時に発展させなくてはならないということである。こうした認識

が従来の調査活動の中では，あまりみられなかったのではないだろうか。付言して

おく。

1O．福崎町の商店街にあればよいと思われるものは何ですか。

ここでは，希望する施設等についてのアンケートを，図表を下に検討してみる。

       O     1O0     200     300    400     500     600     700

駐車場
自転車置場
公園・広場
遊び場
公衆便所
休憩施設
歩道設置
アーケード商店

ショッピングセンタ

スーノ｛一

専門店
総合市場
喫茶店
レストラン
ゲームセンター

図書館
文化教室
医療機関
映画館
その他

駐自公述公休歩。シス専総喫レゲ図文臣映そ
67114 01195248100190 96741 91436231 51249  8109 47263 83 －8

希望施設について，多い順にみてみると，1．大型ショッピングセンター（741・
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17．9％），2．駐車場（567・13．7％）3．センスの良い専門店街（436・1O．5％），

4．公園や広場（301・7．3％），5．医療機関（263・6．4％）となっている。ここで

注目すべきは大型ショッピングその他への希望数であろう。これについて考察する

前に，ここにショッピングセンターの定義をみておくことにする。ショッピングセ

ンターには次のような定義があるのである。「ショッピングセンターとは，デベロッ

パーのもとに計画された小売業，飲食業，サービス業等の集団的施設をいう。その

運営については，統一的管理のもとに共同行動を行うことにより，ワン・．ストップ

・ショッピングの機能を果すものでなければならない。加えて，単に購買だけでな

く，買物以外の様々な機能を組み合せた，いわゆるコミュニティ施設として都市機

能あ二一地壬担ろ土とも必要七島え。以上をわが国ショッピングセンターのあるべき

姿として規定することとするが，現状を踏まえたうえ，当面，次の条件を備えるこ

とを必要とする。

（1）当該ショッピングセンターにおける小売業の店舗面積の合計が，政令指定都市で

 は3，000㎡以上，その他の地域では1，500㎡以上であること。

（2）キーテナントを除くテナントのうち，小売店が10店舗以上含まれていること。

（3）キーテナントがある場合は，それの占有にかかる飲食，サービス等を含めた面積

 が，当該ショッピングセンター総面積の70％以下であること。

（4）テナント会（商店会）があり，広告宣伝，共同催事等の統」的共同活動を行って

 いること。（・点筆者，日本ショッピングセンター協会）。

 一口にショッピングセンターといっても，現在全国に1400余りがあり，その最大

 のものには，船橋の「ららぽ一と」，尼ヶ崎の「つかしん」などがあり，これなど

 はそれ自体がひとつの街であるという理念の下につくられている。

 ここでは大型店問題，つまり「大店法」を中心とした課題について解説してゆく

ことは，本論ではないので割愛するが，福崎町においても大型店の進出問題が検討

中であるが，上の定義にあるような，都市機能の一端を担うような大きな視点から，

「商問協」が創設されると新聞紙上でにぎわう昨今であるが，地元商店街の問題は，

市町村全体の問題でもある。営業利益優先を争点とするだけでは，街の活性化は無

いのである。この点を付言しておく。

 図表に返って，福崎町の商店街に無いものとして先ず大型ショッピングセンター

が4，138（重複回答）の中で741の数値で表われている。そして第2が駐車場である。

これも車社会を考えれば当然の結果である。車社会とは一般に都会の雑踏を思い浮

べることが多いとが，実際は地方都市の現状である。車が無ければ移動できないと

いう不便さは，地方にこそ大きいのである。福崎町にもまたこの現浜下にある。そ

して第3がセンスの良い専門店街であるが，これとても先の項目でみたように，紳

士服，婦人服，子供服などの購入先が姫路市や加西市に向っていることを想起すれ
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ば，当然といえるかもしれない。こうした施設ができれば，他市への流出を押え，

Uターン化を促進することは予測される。衣料関係のアンケートでの流出率が

67．6％であったことを，ここで再認識する必要があるかもしれない。公園や広場，

休憩施設，アーケードの商店街，医療機関などは，福崎街全体の都市計画との整合

性を待つ必要があるが，小売・商業を中核とした町の活性化運動と並行して，「町ぐ

るみ」で考えなければならないものである。将来に向けて必要な資質は，イニシア

ティブに尽きるのである。組織的・系統的に事業を推進してゆく起動性と実行力が

無ければ，都市間競争激化の中で，敗者となる他ないのである。その汚名に屈しな

いためにも，先ずこうした調査結果を都市計画の参考資料としてではなく，積極的

な目標・指針とする行政の参加意欲が是非共必要なのである。これは福崎町の将来

に夢と願望を賭けた住民の「生の声」なのである。政治とは，こうした声に応える

べきものであろう。

11．商店街や商店その他の買い物施設に対して希望カボありますか。

 ここでは商店街および各府に対し，消費者の日頃抱いている実感をストレートに，

商店主に要望するものとなっている。個別に図表を参照しながらみてゆくことにす

る。

各商店等への希望意見

商品豊富

業種の増加

流行吟味

品質吟味

気軽に選択

清潔・明る

親切に

つかない

価格を安く

売出の増加

商品知識を

車の規制

閉店を遅く

その他

0     70

■駅前商店街磨なぐさ  團二叶セ〃τ
140       2I0        280        350

。品種流行品質凧軽潔切か格出口品の閉店その
駅前商店街30916013274 80135 7163208 63 15130 59 24
なぐさ

ニューセンター

293 13 67359 17359136 4108 38 25 48 19 14
37  34  17  10   9  29  14   1  24  12   6  12  18   4

分析に際し，次の数字を参照しておくことは，福崎町広域商業を概観し，課題を
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提起する場合欠くことのできないものであると思われる。現状は以下の通りなので

ある。福崎の平成2年度の現状は，．人口19，243人，5，327世帯，商店数297，従業員

数1，058人，売場面積21，382㎡，年間販売額198億円である。試算してみると，一店

舗当りの従業員数は3．56人，一店舗当りの売場面積は71．99㎡，一店舗当りの年間売

上高は，18，620，032円というのが平均値となっている。

 全人口に占める商業従事者は，5．5％である。こうした数値から，一体どのような

イメージを持たれるのであろうか。一店舗当りの年間販売額約6，600万円は，平均値

としてはやはり高いと言ってよいと思われる。先の設問で大型店の進出を望む声が

大きかったが，これはこの消費需要の為せる業である。しかし，一店舗当りの従業

員数が3．56人という数値については，パパ・ママ経営という言葉で呼称される小店

舗のイメージを想起させるかもしれない。とはいえ，利益率という点からみれば，

商業の分野でみる限り，魅力ある地域といえるかもしれない。大型店進出等を契機

に，競争は激化すると考えられるが，それはこうした市場内容から言って避けられ

ないものかもしれない。

 以上のような現状の数値を再認識して，分析を進めることにする。

 イ．駅前商店街，なぐさ，ニューセンターへの希望では，いづれも「商品をもっ

と豊富に」が多くなっている。駅前商店街については，次に「価格を安くして」「店

の数や業種を増す」に対して130という高い数値を出している。これは先の設問でも

みたように，駅前商店街にとっては，活性化に際しての最大のネックである。

 なぐさについては，「品質を吟味して」（359），「店を明るく清潔に」（359）とこの

二つに対する要望がトップとなっている。駅前地域周辺の消費者の利用頻度の高さ

から，こうした数値が計上されているのかもしれない。とするならば，「自分たちの

店」と考えている人たちに対し，店側はその期待に即応する姿勢を示すべきであろ

う。

 ニューセンターについても，第2は「店を明るく清潔に」（29），第3が「価格を

安くして」（24）あり，同様である。ここでの一商店街，二店舗のそれぞれの統計

は，1，523，1，500，227となっており，第一希望の比率は，それぞれ，20％，24％，

16％である。この数値は高いのである。

 口．新町商店街，ひのストア，西田原商店街

 図表から明らかなのは，ひのストアーへの希望が断然多くなっていることである。

これは，同店が生鮮食料品では町内のNo．1店であることから当然の結果であると思

われる。ただ，希望の第1が「もっと親切にして」（408），というのは消費者・商業

者懇談会での席上でも上ったものだが，これはやはり，充分再考して頂きたい点で

ある。人気度にフィットした店舗の提供は，No．1店の自負の表れであることから，

対応が望まれる。この数値は，総計1，797の中，22．7％占めているのである。同店の
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        ■新町商店街画ひのストア團西田原商店

060120180240300360
商品豊富

業種の増加

流行吟味

品質吟味

気軽に選択

清潔・明る

親切に

つかない

価格を安く

売出の増加

商品知識を

車の規制

閉店を遅く

その他

。品種叱行品質軽潔切か格出品の閉店の
新町商店街120 85 523535 80 26 33 76 34 12 89 18 17
ひのストア21I 24 15 92 14294408 4 46 79 17346216 31
西岡原商店1I7 74 683338 46 2542126 50 15 24 39 6

課題は，その立地に寄るところが大きいが，駐車場関係である。地域の導線の要と

なるだけに苦慮するところ大と思われるが，解決策を模索してもらいたい。ただ，

他店と異なるところは，「閉店を遅く」（216）との声が高いことである。営業時間の

延長は，大型店進出問題同様，商業関係者にとっては，大きな問題であるが，’この

声の数値は，No．1店だけに意義は大きいと考えられる。

 新町商店街，「商品を豊富に」（120），がトップで次に，駐車場への関心が大きく

（89），「店や業種を増やして」（85）と，ひのストアーを中核とする周辺の利便性を

高める声が大きい。

 西田原商店街では，「価格を安くして」（126）がトップで，これは総計703の中，

17．9％となっている。価格面がトップに出ていることは，商店街としてはマイナス

である。第2が「商品を豊富に」（117）で全体の16．6％あることから考えれば，割

高感が大きいということである。これでは客足が遠くことは避けられず，対応策と

しては仕入先の見直し，原価設定の基準の再考等を図り，見劣りしない価格・商品

を提供してゆくことである。ただ駐車場等への希望数が少ない点が，若干気になる

ところである。

 ハ．銀ビル，ウェルマート，シュンテンドウ

 3店に共通している点は「価格を安くして」のところがが，それぞれ上位の希望

となっていることである。消費者にとしって「価格」という壁は，業者側の販売促

進の表裏にあることを再認識すべきである。
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         ■銀ビル  層ウェルマ＿ト  国ジ。ンラバゥ

080160240320400480商品豊富

業種の増加

流行吟味

品質吟味

気軽に選択

清潔・明る

親切に

つかない

価格を安く

売出の増加

商品知識を

車の規制

閉店を遅く

その他

日品種流行品質凧軽潔切か格出。品の閉店の
銀ビル

ウェルマート

ジ＾ンテンドウ

132  14 162 319  29  52 261  10 277 144  32  40 273  10

306  19  18 122  2I  10  81   5 497 163  28  11  22   5

85   7  －8  41  13  14  85   5 145  86  36   1 119   4

 ウェルマートは次に「商品を豊富に」が306（23．4％），「売り出しを増やして」が

163（12．5％），となっている。人気度は高いものの申規模店でしかもコンビニ的ス

ーパーとしての業態からして，予測される希望順位ということになる。それにして

も価格への希望の497は総計1，308の中38．0％もあるだけに，対策は必要であると思

われる。周辺に同種の大規模店が進出してくれば，影響は避けられないだろう。

 銀ビルについては，「品質を吟味して」がトップで，319（18．2％）とあり，この

点が先のひのストアーと異なるところである。ただ，同店でも閉店時間の延長を望

む声は高く，273（15．6％）を占めいる。これは消費者の夜型生活への対応を求める

ものだけに，店としては考える必要があるだろう。

 シュンテンドウでも，時間延長への期待度は高くなっている。しかし同店は先の

2店と業態が異なるだけに，一般的にその切実さは，他店よりも高いのではないだ

ろうか。他市では業態別に営業時間をスライドさせ，年間休業日数も異なっている。

そのようにしないと消費者の利便性に供す店舗展開が難しいからである。福崎町に

おいても全体的に営業時間の延長問題は，今後の商業活性化の事業の中で，中心的

課題となってくることは疑いのないところである。数字の上での初期微動は確認で

きるのだから。

 二．和光テンキ，メガネの三城，ファッション繁伸

 三后共業種が異なるので，個別にみてゆくことにする。

 和光テンキでは「商品を豊富に」が最も多く，次に「価格」「売出」となってい
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商品豊富

業種の増加

流行吟味

品質吟味

気軽に選択

清潔・明る

親切に

つかない

価格を安く

売出の増加

商品知識を

車の規制

閉店を遅く

その他

0

     ■和光テンキ層メガネ三城国フ、シ．ン繁伸
20     40     60     80     100     120     140

品種10行品質軽潔切か格出品の閉店の
和光テンキ 86 5 15 63 22 7 61 37 80 74 61 2 何 3
メガネ三城 21 2 12 13 34 17 33141 24 16 8 17 7
フアシ，ンさ素イ中   85  5 151 51  33  10  37 117 100  35  12   1  24  4

る。ここで気になるのは，次の「商品知識を養って」が61（10．3％）あることであ

る。これは客の中10人に1人が，何か製品及び修理上のことで，店員とやり取りを

したことがある結果であろう。今日，営業に際し，すぐれた商品知識をもって客と

対応することは，サービス以前の問題である。家電製品の中核店としての対応が望

まれる。

 メガネの三城は，「価格」への希望が圧倒的に多く，総計346の中141，つまり

40．7％までがこれなのである。ということは，先の章でみた町内でのシェア（市場

占有率）を想起すれば，ひのストアーと同様，No，1店であるだけに更なる安価良品

供給を望む声と受け取るべきであろう。

 ファッション繁伸では，服の専門店らしい回答が得られている。これは他店とや

はり大きく異なるところである。つまり，トップの「流行晶を吟味して」151

（22．7％），次の「つきまとわないで」が117（17．6％）とあることで専門店の実情を

想起させる数値となっている点である。消費者にとっては，商品のディスプレイを

愉しみながら，気が向けば買うといった姿勢でいると思われる。しかし，実際は過

重サービスと感じているのかもしれない。衣料を販売する店舗では，高級品になれ

ばなる程，購入までの決断時間が長いという実態を把握していると思われるので’

その点はお客本位に考え，対応されることを期待したい。、不即不離の原則へ立ち返

ることが望ましいのである。接客マナーには，町民も都市専門店並のマナーを望ん

でいるということを基本認識とすべきであろう。

一174一



地域小売商業消費者関連事業

ホ．写真のラボ，白毛近くの店

               ■写真ラボ 画自宅近く店

020406080100120140160
商品豊富

業種の増加

流行吟味

晶質吟味

気軽に選択

清潔・明る

親切に

つかない

価格を安ぐ

売出の増加

商品知識を

車の規制

閉店を遅く

その他

調品 種阯行晶質 軽 潔 切 か 格 出口品 の閉店 の
写真ラボ 15   3   2   6   4   4  51   3  90  25  13   8  45   6

自宅近く店 169 33 34 7120 73 16 M108 34 14 9 23 6

 写真のラボでは，やはり「価格」面での対応が第1であろう。それに「もっと親

切にして」が総計275の中，5ユあり，これはユ8．5％にもなっている。これはどうした

ことか。写真店で親切にということは，先の章でみたように，同店は近隣の人，換

言するならば，顔見知りの人たちが多かったはずである。再考を要す点である。

 白毛近くの店については，この数値は町内各店舗に分散されるべきものである。

こうした調査項目での調査結果に対して，具体的な店名を表すことへの謙虚さが隠

されているのであろう。とはいえ，自宅近くの店とは，町内全域をも意味するだけ

に，アベレージ的な意味からも業者サイドの人にとっては，再度じっくり検討して

みる価値はあると思う。問題はそれを「読み切れるか」どうかである。

12．あなたはクレジットカードを持っていますか。

 下の図表を参照しながら，コメントをしてみたい。持っていると回答した人は，

全体の2，437の中1，033で，42．4％となっている。また下の横棒グラフにあるように，

枚数調査では，総計656の中，1枚と回答した人は257で39．2％，2枚は258人で

39．3％である。80％近くが持っていると回答した中で，この1～2枚としている。

 クレジットカード市場はここ十数年急速に伸びており，統計上は億という単位で

販売されている。ブームとなった折には，このカードを持つことが，トレンディで

あると若者を中心に消費市場に向わせ，80年代の相対的景気の安定・向上をわが国
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クレジットカードを持っていますか

カードの枚数は
  ■1枚   層2枚
  口6枚以上
     0     50

            ％

■持っている  1033・42．4

国いない     1404 57．6

 合 計    2437

團3枚   團4枚    口5枚

100        150        200        250

撚11111111111111111111萎1妻1111

1枚 257

2枚 258

3枚 96

4枚 17

5枚 23

6枚以上 5

は果してきた。とはいえ，クレジットカードは，日本語に直すと「借金カード」と

なる。この現実は中高年層の人たちには，発売当初から直感的にあったものであり，

若者がそのターゲットとされてきたのである。どんなに説明しようと，実態は借金

であり，借金の先送りでしかなく，しかも支払い金利は長期化する程割高である。

それ故に，一方ではキャッシュ・トレイドの有効性も出始めているというのが現状

である。

 米国並に1人10枚以上を持つと，日本経済全体に影響を及ぼすことは必至であ

る。
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 というのはこれは家計貯蓄率に影響しているのである。80年代アメリカでは，レ

ーガン登場までは7％近くあったが，財政赤字，貿易赤字と共にクレジット熱の高

揚と共に消費，しかもカード（短期の借金）という名目での消費が蔓延したのであ

る。経済的な不況下で米国の貯蓄率は，有名な87年10月19日の「ブラック・マンデ

ーまでにゼロに一時近づき，それ以後今日まで2～3％までに回復してきている。

 一方わが国では，73年頃には22～23％もの貯蓄率があIり，現在14－16％程度とな

っているのである。この日本人の高貯蓄率が日本経済の支柱となってきたのである。

しかし結果として巨大な貿易黒字国となり，世界中の非難を浴びていることは，日

本貿易摩擦等で衆知のこととなっていると思う。

 ここでは経済状況を分析してゆくことが羊旨ではないので本論に返ることにする

が，クレジットという言葉は，安易に使うべきものではないのではないかと考えて

いる。消費は確かに愉しいものであるが，借金（短期）をカードで行ってする程の

ものではないだろう。流行という名の美名の下では，苦しい日常があることは，充

分知り得ているのだから。

 それ故に，ここでの数値は参考程度ということにしておく方が，正しい評価がも

しれない。

13Iプリペイドカードについてご存じですか。

プリペイトカ』ドについて御存じですか
           ％
■知っている   668 26・5

塵利用がない   1855 73．5

 合 計    2523

買物等に使いたいか
           ％
■使いたい    17721．9

磨使いたくな   63378．1

 合 計     810
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 円グラフの上図は，プリペイドカードの認識度を調べたものである。知っている

が全体の26．5％，利用がないが73．5％である。下図では買い物に際して，使いたい

が21．9％，使いたくないが78．1％となっている。

 これは利用頻度との関係で生じるものだけに，福崎町ではその機会が少ないこと

が繁栄していると思われる。テレホンカード，オレンジカードなどが一般的である

が，一部パチンコ店や，チェーン店で使用されている。

 キャッシュ・レス時代への過渡期の利用手段であるが，N T TやJ R関係以外の

ものは，商品券と同質なものだけに，使用目的に合致しなければ，やはり使いづら

いものかもしれない。現金を他の媒体に替えてから，使用してゆくという二度手間

は，やはり利用頻度が高くないと使用しづらく，せいぜい小銭の不自由さを解消す

ることが利点と考えている人が多いのかもしれない。

14．通信販売や訪問販売を利用したことがありますか。

迦何坂北や訪11u版兆を刷川したことがあるか
           ％
■利用ある    136551－9

磨利用往し    126548．1

 合 計    2630

どちらを利用しますか

           ％
■通信販売   120488．2

磨訪問販売    16111．8

 合 計    1365

 ここでの結果は，予想以上のものではないだろうか。「利用ある」が51．9％と過半

数を超え，また通信販売の利用は88．2％と訪問販売の11．8％を大きく上回っている

からである。
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 昨今の通信販売やテレショップの普及率は，小売業全体の年間売上高の10％を超

える勢いなのである。これに産直品（産地直送品）を入れると，商品をパンフレッ

トや画面等で見て，電話ないしはがきで買い求める傾向は今後益々増加してゆくと

考えられる。

 それにしても上記の数値は高いと言える。先の章でも述べたが，福崎町の潜在的

消費性向はやはり高く，こうした調査でその裏付けがなされていると思う。消費へ

の関心が高いということは，この面での生活様式は都市化していると言えるだろう。

行政側のローカル性とは対照的に，町民の消費行動は，その生活空間をはるかに超

えて，自分の趣味や個性に合った商品を，欲しい時に欲しいだけ買い求めるという

快適消費への端緒の表れと見ても良いのではないだろうか。

 情報化社会は，実はすでにわれわれの生活の中に，かなりに部分浸透していると

いう事実を再認識する必要がある。町全体の商業活性化を考える場合，こうした消

費者の行動・様式を前提にしなければ，ドーナッツ現象は避けられないのである。

問題は「誰のための小売業なのか」ということである。現代社会は，もはや消費者

性向に合わない経営行動は許されないまでになっているのである。メーカーの新製

品開発競争はその証左の一つである。大手企業の顧客管理は，ずば抜けた量と質を

誇るまでになっており，また営業外のこうした企業経営の重要性を認識し，巨額の

投資（先行）をしてきたのである。毎年100億単位の金を，いわゆるバックヤード

（後方部門）に投下しているのである。着実に流行を読み，消費者Needsに適合して

ゆくために，情報化の先頭を走っているのである。

 流通業は，リーディング・インダストリー（先導的産業）となっているのである。

地方都市の小売業者もそうした認識を持つことが必要なのである。業者間の自己の

仕事に対する価値観の転換を望みたい。消費者の利便性を高めるということは，換

言すれば一日の中での可処分時間を有効的で合理的なものに替え，個人の生活に時

間と快適さという付加価値を提供すること呑のである。そうした職業が，これから

の小売業の求められた責務なのである。単にモノを売るという発想だけでは，大手

の動向についてゆくことは困難であろう。時代の波は知っておく必要があると思う

ので付言しておくことにする。

15．福崎町の共通商品券についてご存じですか。

 共通商品券についての認知度は，62．7％となっており一応の理解が得られている

と考えられる。ただ，「知一っていると答えた方」の円グラフをみると，「利用なし」

が88．5％（1，422）ある点は，考慮を要す点である。とはいえ，「知らないと答えた

方」のグラフにあるように，「利用したい」が22．5％あり，これを潜在的利用者と考

えると，その総計は30％を超えることになるので，今後の運用次第ということにな
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福崎町の共通商品券について

           ％
■知っている   1606 62．7

磨知らない     954 37．3

 合 計    2560

知っていると答えた方
           ％
■利用あり    I84 11．5

磨利用なし   142288．5

 合 計    1606

■利用したい

画したくない

 合 計

釦らないと答えた方

   ％

215 22．5

739 77．5

954

るだろう。

 これも先のプリペイド・カードと同様，消費者にとっては「二度手間」の掛るも

のなので，この利用度が福崎町の商業活性化に直結するものと考えることは，早計

であろう。他市の状況を概観しても，2～3割程度の普及率があれば，それは良し

とするのが妥当である。問題は商品券そのものより，その交換商品のバラエティー

なのだから。

 最後に，福崎町の大型店の進出表明についての賛否を尋ねたものがあるので，こ

れを分析して，この章を終りたい。

16．大型店の進出について
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福崎町の大型店の進出表明で

           ％
■出店賛成   220589．7

磨出店反対    25210．3

 合 計    2457

 大型店の進出表明については，図にあるように，「賛成」が2，205（89．7％），「反

対」が252（10．2％）となっている。この章のアンケート分析を前提に考えるなら

ば，こうした数値は当然の結果であると言えるだろう。

 小売業に対して主婦が重視する項目をみてゆくと，品揃えの深さ，幅，品質（安

全性），物理的な利便性，時間的な利便性，選び易さ，快適性（アメニティ），ネー

ムバリュー，情報スペース，駐車場などがあり，これらを総合的に充たしてくれる

のが，大型店のメリットなのである。となれば，単に店の形態・規模というものは，

その前提ではなく，上記の項目を充たす結果となるのである。

 業者間だけの競争意識を中核とした現行の審議形式は主役不在の論議といわれて

も仕方ないものである。消費者という主役を，自然な形で迎え入れるスペースを提

供してゆくことが，すべての小売業の課題である。

3．消費者・中小小売商業者共同事業

 ふれあい事業を具体化するために，専門委員会の中でイベント事業を計画し，第

一回の会議を平成2年10月15日に行った。この事業の目的は，次の通りである。

 「福崎町商工会法施行30周年記念事業の一環として，商業者による展示即売会，

謝恩セール，物産品及び物産店を開催する。この催しは，昨今大・中型店の出店が

著しい中で，地元中小小売商業者の生き残れる方法を模索するため，町内商業集団

との共同によるイベントを一堂で行うことにより，消費者と中小小売商業者とが，

ふれあいを持てる場所を創造し，もって地域小売商業の活性化を図ることを目的と

する」

 このイベントの実施主体は，福崎町商工会・同青年部・同婦人部であり，開催日

時は平成2年11月3日出4日（日）の両日，福崎町文化センター前広場でと決定した。

 専門委員会の席上では，このイベントを成功させるため，催事・日程等について

議論が続いた。

 事業の概要は以下の通りで，5つに区分されている。
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1．産業祭協賛福崎町一斉謝恩セールの実施

2．ふれあい事業・消費者相談所の設置

3．産業祭館内行事（上田正樹ロックコンサート）

4．産業祭館外行事（ふれあい広場）

5，OAコーナー
 以上の事業を推進するため，用意周到な事業計画が立てられ，それぞれについて

担当者の意見を聞き，問題点を挙げ，対策を講じた次第である。青年部からの意見

では，「……県主催の会合の中で若い青年層の集まる場所がないということから，コ

ンサートを主催することになった。また北海道物産展として別海町との姉妹都市提

携が予定されている。……青年部内部の後継者の育成のためにも，この度の上田正

樹コンサートを成功させたい」と，事業によせる強い意気込みが示された。また共

同組合を代表して，次のような意見もあった。「……共同組合としては，模擬店を出

して側面から祭りを盛り上げていこうと考えている。飲食が主で9種類を扱う。ふ

れあい広場という名称で，オークションも企画している。昨年は3地区で行ないま

したが，組合の方が殆んどですので，組合員の団結を示すものとして実施したい」

 他の委員も，このイベント．を盛り上げ，成功させることが，「福崎町を動かし，そ

して変革してゆくものとなる」という共通認識を有しており，後は当日を待つばか

りといった感が残った。

 当日は天気にも恵まれ，予想を上回る人手があった。ことに婦人会で催された

「うどん店」は盛況で，ここに福崎町の地域の特徴としての活動がみられた。これは

他市の同様のイベントと比較しても，その熱心さとサービス性の上からも特記して

おくに足る。

 11月4（日）は，あいにくの雨となったが，コンサートは満席となり，予想以上の観

客が集まり，関係者一同をホットさせた。地元福崎高校出身ということもあり，「上

田正樹ロック・コンサート」に詰めかけた人々は，秋まつりの一日を満喫してい

た。

 この他，消費者相談室を設け，イベント事業の申で町民の関心を高める活動も並

行していたことを，付記しておきたい。

 O Aコーナーについては，やはり子供たちの関心が高かったように思えた。

 最後に婦人部の物産展についても付記しておかなくてはならない。長崎県多良見

町商工会の協力を得ての物産品の販売となったわけであるが，青年部の北海道物産

展と日本の北と南の対比となり，注目された。また地元産の「もちむぎ麺」の販売

も良かったのではないかと思う。地元産品の紹介の次なるPRは，これらの姉妹都市

での「福崎町フェアー」である。積極的な福崎町のPR活動に，今後共期待したい。

一つの事業に際し，これだけの団結力が可能ならば，外部への進出基盤はあると思
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われる。「わが町・福崎，ふるさと・福崎」を再確認する重要な事業であったことを

記し，事業の成功を素直に喜びたい。

4．消費者・商業者懇談会

 この度のふれあい事業の中で，福崎町商工会の意気込みを示す一つの事業が「消

費者・商業者懇談会」である。これはふれあい事業を推進してゆく際に，、（1）消費者

対策推進事業と（2）消費者・小売商業者共同事業の2つの専門部会を設け，（1）の事業

の一環として行ったものである。

 実施については，平成3年1月11日に協議会を開き，その内容，手法について検

討した。開会の冒頭に長澤福崎町商工会会長から，新年に望む抱負とふれあい事業

についての見解が，次のように語られた。その要約を記しておく。「……昨年におけ

るふれあい事業へのご協力に感謝いたしております。今年は商工会職員共々明るく

積極的に取り組んでいくよう心掛けたい。また本年は商工会館建設という事業を目

前にしており，今後より一層，会員とのふれあいを尊重していかなければならない。

こうした時期に，このふれあい事業は非常に有意義な事業であり，今後の成果に期

待している」。

 長澤会長の発言を受けて，協議会としては年初の第一の課題へ取り組んだ次第で

ある。それだけに委員各位に対して，参加意識の高揚と，協調性を喚起するため，

事務局からの依頼もあり，会長として次のような主旨と抱負を述べ，理解と協力を

求めた。「……3月末までの事業年度の中で，このふれあい事業では，何らかの形で

これまでとは異色の成果を残してゆきたい。その為に委員各位には積極的な発言を

お願いしたい。政府予測では，今後の日本経済は3％程度の経済成長率になるとし

ており，低位安定経済環境下に入り，市場の変化，見直しが必要となっている。大

店法の見直しも，新聞紙上でにぎわっているが，改正法案が出ても，一説では「商

調協」は「商問協」として器は変るが，残るとみられている。90年代の流通ビジョ

ンでは，消費者の立場の意見尊重が重視されている。それだけに，ふれあい事業が

行っていることは，かなり大きなことを実はしているのだという自覚を，委員各位

も持って頂きたいと思います」。

 多少長くなったが，協議会進行の基本路線としてはこの通りである。

 協議事項に入り，日程，消費者・商業者の選考方法，懇談会の運営について意見

交換が続いた。委員の意見を集約すると，以下の如くである。

 1．商業者の業種で偏りがないように

 2．事業主に参加してもらう

 3．消費者の地域性を均等にするように
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4．若い人の意見が聞けるように

5．モニターの人の参加も必要である

6．消費者の声を素直に聞く姿勢が大切である

7．福崎町の町づくりの一環として考えるべきだ

8．大型店出店についての意見を聞くこと

9．人数は総数で30名ぐらいが適当ではないか

10．自由に発言できるよう努力してもらいたい

 以上のような問題点で協議し，消費者・商業者懇談会は，2月8日午後2時から

ということになった。

 当日は，開会挨拶として，長澤商工会会長が参加者全員に対し，次のように述べ

られた。「福崎町商工会では，昨年10月からふれあい事業委員会を発足させた。現

在，町内には大型店の出店が申請されている。90年5月30目に大店法が見直され，

商工会でも商調協を開催するなど，大型店の出店の動きが盛んである。そうした中

で，消費者の意向をできるだけお聞きして，小売商業者がその意向を踏まえ，大型

店が出店しても生き残るための方法を，自分たちで考えていかなければならない。

また，消費者の意見を聞くと共に，今後共消費者の皆さんにお付き合い頂くという

意味で，委員会でいろいろと検討している。今日は，商業者に対する消費者の自由

な意見を聞かせて頂くということで開催しておりますので，よろしくお願いした

い」。

 商工会会長の挨拶の後に，事務局より，本日の消費者・商業者懇談会の主旨，ま

た福崎町商業の活性化などについて，協議会長から説明するように依頼があった。

要点は「ふれあい事業」が，消費者と商業者の接点を見い出し，福崎町に大型店が

出店し，地元商業者に大きな影響を及ぼすものと予測されるが，この初めての体験

に充分に対処するため，地元小売商業者が考えなければならない点について，その

利用者たる消費者に，その意見と提案を求めた。

 ここでは，以下に懇談会の内容・経過について，担当者としてのコメントを記し

ておくことにする。

 関係者の第1の心配事は，消費者から果して自由な意見が出されるかどうかであ

った。委員の一人は，先の会議で次のように言っていた。「消費者と商業者が顔見知

りであると，なかなか発言しにくい。一・・従来行政が行う懇談会は質問を事前に出

しておき，その回答を聞くという形である。これまでの懇談会では，会議が終って

会場を出てから，有意義な意見を言われることが多かった」。

 これが福崎町でこのような会合及び委員会を開催するに際しての危惧だったので

ある。このような過去の慣行は，今回の事業では払拭されたと思っている。会を進

めるに当っては，専門家としての調整に心掛けていたので自由な意見交換の場とな
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ったと確信している。

 実際，懇談会の席上では，消費者の指摘は時間を追う度に鋭くなった。二度三度

と発言を求める声が増えるにつれて，商業者たちの応答も慎重なものとなり，内容

も営業実態をかなりの程度，開陳した上での発言となった。

 これは予想以上の成果であったと思う。自店の営業内容，ことに営業費並びに粗

利益率などの実情を聞く機会などは，通常は考えられないことである。こうした経

営内部の実態を説明された商業者に対しては，その真面目な態度と勇気を大いに評

価すべきだと考えている。また一方で商業者にこのような回答を迫った消費者に対

しては，その意識の高さを表明したものとして，大きな評価が与えられると思う。

 残された課題は，こうした成果を今後の商工会活動の中に，どのようにして生か

してゆくかである。大型店の出店に際し，初めて本格的な危惧を抱き，その対応策

を真剣に講じてゆかなければならない状況が現出したのである。消費者は地元商店

への愛着を持つと同時に，やはり新しいものへの好奇な眼も確かなものとなってき

ているのである。

 経営の面からは，大資本対中小小売店の競争であるが，共通する前提は相方共，

いかに消費者のNeedsに合った営業活動をしてゆくかである。基本に帰って今一度，

自店の現状と将来への戦略を構築する時である。そうした意識を充分に知らしめる

懇談会であったと思う。後は「聞く耳を持っているか！」ということに尽きる。関

係者の積極性に期待したい。

5．消費者モニター制度

 この制度は，消費者対策推進事業の中で，この度初めて行ったものである。この

制度を設置する目的は次の通りである。「大型店の進出，消費者購買行動の変化等，

福崎町の小売商業を取り巻く環境は，．著しく変化しており，消費者二一ズにあった

商業の近代化が急務である。福崎町商工会では，日常の購買活動に関する諸問題に

ついての意見，要望を商業施策に反映させ，より充実した商業振興策を図るため，

消費者モニター制度を設置する」。消費者モニター実施については，平成2年11月16

日に委員会を開催し，具体的方策実施について検討した。

 モニターに関しては，先の委員会で事務局へ希望者を募集してもらい，最終的に

14名の申し込みに決定した。ここで，モニターの地域分布を考慮し，福崎町全域か

ら，ほぼ均等に選出し，一ヶ所に片寄ることは避けたことは言うまでもない。年令

の分散も20代から50代までの幅があり，当初の予定数になった。

 14名のモニターに対して，その目的と方法等を説明するため，11月30日14時20分

から説明会を行った。当日は季節外れの突風と大雨の一日であったが，全員の参席

一185一



大 島 役

となった。モニター調査表を配布し，無理のない程度の調査活動をお願いした次第

である。

    モニター調査
あなたが、それぞれの地域で日常よく買物される店等について、項目ごと

に感じられていること，気が何かれたことをお書き下さい．

住 所

氏 名

年 齢        董     福崎町居住年数

量地区名       カ   店 名

 地区名は．①駅前、②新町、③辻川、④役場周辺バイパス沿い、

種、⑥町外 の6ヵ所から該当する地区を記入して下さい．また、

買物され調査の対象となった店の名称を記入して下さい．

□質問項目
！．商品について

○品質・弊度

○価  楮

○種  類

○その他

2．接客態度等について

○接客態度

年

⑤八千

店名は、

3．サービスについて

○包  装

○アフターサービス’返品など

○価潴表示

○商品等についての情報

○その他

4．店舗について

○入り易さ

○明るさ・清潔感

○駐着．駐車スペース

○店舗面積・レ’イアウト

○商品陳列

○その他

5、このお店で買物する理由

○商品知識

○コミュニケーション

○その他

6．買物で不便を感じていること、璽望、点

7．最近買物をしていて、特に印象に残ったこと

質問項目は7つある。

1．

2．

3．

4．

5．

6．

7．

商品について

接客態度等について

サービスについて

店舗について

この店で買物する理由・

買物で不便を感じていること，要望点

最近買物をしていて，特に印象に残ったこと

以上7項目を日常での利用名店を対象にチェックして頂くことにした。1週間に

渡って調査をお願いした結果が次の表である。

 1．駅前，山崎地区……9店……調査枚数・・

 2．新町・馬田〃 ……7”’’’… ”  ’’

 3．高岡   〃 ……1〃…… 〃  ・・

 4．辻川   〃 ……8〃…… 〃  ・・

…・Q1枚

…・ P8

…・ R

…・ Q3
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5．役場周辺地区 ……9店……調査枚数…・・25枚

6．田尻   〃

7．南田原  ”

8．八千種  〃

9．香呂   〃

10．加西市  〃

11．姫路   〃

・・・… @3〃・・・…  〃   ・・・… 3

・・・… @3〃・・・…  〃   ・・・… 5

・・… @1〃・・・…  〃   ・・・… 2

・・… @2〃・・・…  〃   ・・・… 2

・・… @1〃・・・…  〃    ・・3

・・・… @3〃・・・…  〃   ・・・… 4

 結果は総店数47店，調査枚数は109枚である。平均すると！人3．4店，7．8枚の調査

回答が寄せられたことになる。これらの数値は，全体のアンケート調査結果とも，

ほぼ合致し，相互に信頼できる資料となった。調査内容についても，アンケート調

査と相関がみられるので，ここでの分析は割愛する。

 とはいえ，モニター調査というランダム・少数の調査結果が，全体のアンケート

と相関関係を有していることは，大きな成果である。換言すると，アンケート回答

が母集団となり，モニターがその内包する傾向を裏付けることになるからである。

 実施に際して，モニターとの説明会を聞き意見を交換したことの意義は充分あっ

たと思われる。ふれあい事業は，その活動の度に大きな足跡をのこしていったとい

える。もちろん，当事者の積極的な活動と貢献が，その礎えとなっていることは言

うまでもないことである。

 これらの実績を今後どのように活用してゆくかが，商工会に課された使命となる

訳である。ここでモニター14名の地域性と年令構成を，改めて示しておくことにす

る。内訳は以下の通りである。

 1．福田地区一・・…2名

 2．新町 〃・…一・3〃

 3．高岡 〃…・・・…2〃

 4．西田原〃一・・…2〃

 5．南田原〃………2”

 6．東田原〃…・・・…ユ”

 7．八千種〃一・・…1〃

 年令構成は，20代……2人，30代……4人，40代・…・・6人，50代・・・…2人となっ

ている。

 これらの人たちが，1週間で先にみたような調査回答を残しているのである。こ

の数値の価値は大きい。モニター制度というものは，そもそも無作為に選び出した

人々によって，特定の問題について調査し，その人の居住している地域の代弁者と

して，その回答を集計し，その地域の特性を理解するために設けられたものである。

換言すれば，「アンテナ」の役割をお願いした人たちなのである。
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 充分な成果が得られたことで，この度のモニター制度は，初めての試みとしては

予想以上の効果があったと思う。紙面を借りて，モニター各位に対し，その努力と

熱意に敬意を表しておきたい。

おわりに

 平成2年10月12日，福崎町商工会館において，第1回「地域小売商業消費者関連

事業」協議会が行われた。以前より，この度の事業に協力して欲しいと委嘱を受け

ていたので出席した。各自の自己紹介の後，福崎町商工会の長澤会長のあいさつが

あり，その後，事務局より「ふれあい事業」の実施要項，並びに規程等の説明が資

料に基づき行なわれた。そして，協議会の会長選出については，参席者全員が事務

局一任となり，その結果，筆者が会長に選出されることになった次第である。

 議事進行を事務局から任され，事業の進行についての意見を委員各位から求め，

全体部会の他に専門部会を2つ設置し，委員の割り当てを決定した。一つは，消費

者対策推進事業であり，今一つは，消費者・小売商業者共同事業に関するものであ

る。それぞれの事業についての年間予定を決定し，アンケート調査，モニター制度

についても言及し，第1回目の会議を終えた。そして，しばらくの後，商工会から

の依頼もあって，「最近の消費動向と大型店問題について」現状報告をし，若干の質

疑応答の時間を設け，当面する課題について話し合った。

 ふれあい事業推進連絡協議会は，こうして幕開けを迎えたのである。月平均2回

の会合には，名古屋から出掛け，全体全，専門部会，産業祭，モニター会，懇談会

には，すべて会長として出席した。

 事業のエピローグとしては，平成3年3月29日に「福崎町小売商業の現状と今後

の活性化について」講演を行ない，事業の成果と今後の対応について，委員を代表

して私見を述べた次第である。

 ふるさとでの仕事を，協議会会長という立場で経験できた事に対し，感謝の意を

表しておきたい。

 この度，この報告書を論文にまとめるに際しては，先に提出した「事業報告書」

を加筆・訂正した。論文としての体裁を取りながら，森舎去左しそあ臨嘉念も残し

そ岩き走去二毛からである。私事になるが，筆者は三重県の鈴鹿市で，ここ数年各

種委員を兼務している。中でも商調協の副会長という立場で，市内の大型店出店に

際し調査活動を続け，その結果は，「鈴鹿市大型4店舗集客調査報告」として，本研

究所「紀要」に掲載した。これに対する反響は大きく，鈴鹿市では初めての全体調

査報告書として一つのデータベースとなった。

 こうした経験から福崎町を概観するとき，この度の大型店出店や既存店の増床計
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画などの対応は，些さかエキセントリックになり過ぎているように思える。判断の

基準となる視点は，「やはり福崎町の将来性に寄与するもの」であって，地元の小売

業者の反対をクリアーする便法を見い出すことだけではない。新しい動向を直視し

ながら，小売業者共々，共存してゆける方法を見い出してゆく努力を重ねることで

ある。そのためには，過去に数倍する努力が必要なのである。この努力を欠いては，

どんなに言葉を要しても現状は，打開されないのである。

 それゆえ，商調協関係者及び都市計画課，商業観光課等の課員の積極的な調査活

動をべ一スとした対応が必要なのである。学識経験者においてはなお更である。消

費者対応の重要性が，大店法の中で重視されているということを，もっと真剣に受

け止めなければならないと思われる。商調協の場においては，全員に対してできる

だけ詳細な出店計画書を配布し，共に検討してゆく姿勢で望まなければならないと

思う。規模別・業態別リストをその都度作成し，営業時間，年間休日日数等の合理

的調整をしながら，福崎町らしい現状認識を深めてゆくこ。との繰り返しが，結果と

して納得のゆく結論を導き出すのである。商調協では，委員白身が教育されてゆか

ない限り，地域住民全体の代弁者たり得ないのである。それだけに行政，商工会

（会議所）の姿勢が問われるのである。

 この度の「ふれあい事業」で行った報告書は，こうした上記の委員会，行政担当

者に対しても，大きな目安の一つとなったと考えている。アンケート分析に限定し

ても，従来不明確なまま口伝されていたものが，明確な形で表わされただけに，一

目瞭然の効果を期待できるからである。共通の認識基盤をもつことの意義は，福崎

町の場合，かなり高いのではないだろうか。他市での経験上から，そのように思え

るのである。

 この協議会の特記すべき点は，コンサルタントを使わず，すべて会長一任という

ことで終了したことである。それ故，「事業報告書」もすべて，筆者が一人で書くこ

とになった点である。このことは会長就任の折，一つの条件であった。あくまで，

筆者としては「仕事」として認識し，権限を持つ以上，それ相応の責任と義務を自

分に課したかったからに他ならない。それ以上に，お客さん的な委員として，時間

を使いたくなかったからである。そうするには，郷里福崎は遠すぎ，時間を作る意

義が無いと考えたからである。

 それだけに，この報告書をまとめるについては，やはり相当の苦労があった。と

いうのも，大学での仕事，行事は3月に向けて多忙な時期となり，また，商工会の

局長からの強い希望で「従来より数ある報告書に無いものを書いて欲しい」と言わ

れていたため，さすがに，文章を起こすまでに，関係資料をながめる日が続き，な

かなか着手できなかったからである。役場の藤後課長からも，「読みごたえのあるも

の，難しい言葉だけのものでなく，今後ず一と使えるものを」などという難題がな
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げかけられていたのである。

 期日が迫り，止むなく報告書作成にかかり，試行錯誤を繰り返した後，出来上っ

た次第である。膨大なアンケート調査結果や関連資料を，1月から3月中旬まで，

手にし，ながめ尽した結果であることで，校了した時の喜びは，論文を一つものに

した時とは，また一味違ったものであった。とにかく，会長としての任は乗せたと

思っている。

 学識委員という立場で，いくつもの委員会，協議会を経験してきたが，すべてを

一任されて，報告書まで書き上げたのは初めての経験であった。自論を貫くという

ことの難しさと，責務遂行後の満足感とが交差した「やり甲斐」のある仕事であっ

たと思っている。

 今，新たに中部大学産業経済研究所の「紀要」にまとめようと試みたのては，筆

者のこのような経験を「報告書という形で残しておくように」と，研究所長の井関

弘太郎教授から助言を頂いたことが，大きな契機となっている。

 今夏，郷里に帰り8月11日（日）には，柳田國男，井上通泰両氏を偲ぶ「山桃忌」の

会に出席し，12日（月）には福崎町で初めての「屋台写真集」を前に，町役場の知人と

町づくり計画について話し合い，ふるさとを遠くに在りて想う者の，愛着と願望を

伝え，今後も協力するということで詳細に触れ，問題点を抽出していった。

 福崎町は，人口2万足らずの町であるが，冒頭でも若干触れておいたが，柳田國

男の生誕の地である。筆者も同郷の一人として誇りとしているだけに，この事実を

広く全国の人々に知らせ，地方文化の豊かさを再確認する機縁になれげと願ってい

る。

 原稿をまとめている間中，そして郷里の実家に居る間中福崎町の事を考え，また

昔の福崎町の事が甦み帰ってきた。「故郷七十年」で柳田氏が述べている辻川地区や

文珠山，駒ヶ岩は筆者が子供の頃，遊び，水泳をしたところである。それだけに，

この度のrふれあい事業」は，筆者に，ふえさ左を克之目良を，また患う心と機会を

与えてくれたといえるかもしれない。

 福崎町から歴史の断面をみるのも，思いの外時代のブレークスルーを迫ることに

なるかもしれない。高度の整合性も追求可能なのである。福崎町から車で15分程の
仕金時吐は哲学者「ネロ止缶貞揮」の出身地である。

 いづれにしても，「ふれあい事業」は筆者にとっても貴重な体験となった。福崎町

商工会の益々の発展を期待すると共に，行政と一体となった福崎町活性化事業が，

確かな成果を構築されることを願いたい。「何かを変えるためには，先ずその主体が

成長する他はない」のだから。終りに際して，21世紀への適合性，国際社会への進

展は，地域社会の動向によって大きく変貌するという事を，再確認し，「継続は力な

り」という地道な努力を行政担当者，並びにすべての関係者に伝え，結びの言葉と
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したい。

（91年8月16日）

       了
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